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ごあいさつ

本機には、正しく安全な操作を行っていただくために 印をつけた警告表示ラ
ベルを貼付しています。
警告表示ラベルは安全上、特に重要な項目を示していますので、警告を必ず守り、
安全な操作を行ってください。

危険 

警告 

注意 

安全に関する警告について

　このたびは、バロネス電動バンカーレーキ SP160EA型をお買上げいただきま
して、誠にありがとうございます。
　この取扱説明書は、正しい取扱方法と調整方法、また点検方法について説明し
ています。機械をご使用になる前に必ず本書を読んで、内容を十分に理解してか
らご使用ください。
　なお、工場出荷時には十分な試運転、検査を重ねた上で出荷をしておりますが、
機械が本来の性能を発揮するためには、取扱方法や作業前後の点検・調整等の日
常の管理が大きく影響します。いつまでも優れた性能を発揮させ、安全な作業を
していただきますようお願いいたします。

ご注意
●本機は、型式が順次変わっている場合があります。本機に関するお問合わせ
の節は必ず型式・製造番号を合わせてご通知くださいますようお願いいたし
ます。

●なお、本書記載事項は、予告無しに変更する場合があります。

注意 
●この取扱説明書に記載されているマークおよび機械に貼られている警告表示
ラベルは、安全確保のための説明が書かれています。

●操作手順や安全注意事項を注意してお読みいただき、十分理解してからこの
機械を運転してください。

●マークや説明文はきれいに保ち、無くなったり損傷があった場合には、新し
いものと交換してください。

   なお、本機に貼られている警告表示ラベルは絶対にはがさないでください。

その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことにな
るものを示しています。

その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が
あるものを示しています。

その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれがある、また
は物的損傷の発生が予測されるものを示しています。

警告表示について

… 警告マーク
    (異常ブザー(走行制御不能))

… 警告マーク
    （駐車ブレーキかけ忘れ）

… 警告マーク
    （坂道での駐車禁止）

… 危険マーク
    ( 端子部の腐食 )

… 危険マーク
    ( 金属類の接触 )

… 警告マーク
    ( 水掛け禁止）

… 警告マーク
    ( バッテリ残量） … 危険マーク

    （火気厳禁）

…取扱説明書参照

… 危険マーク
    （端子部のねじのゆるみ）

…はさまれ注意 … 転倒・転落注意
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安全な作業をするために必ずお守りください
● ここに記載されている注意事項は、安全に関する重大な内容です。必ず守ってください。
● 記載されている注意事項を守らないと、死亡を含む傷害や事故、機械を破損する恐れがあります。
※ ご購入された製品によっては、該当しない内容も一部記載していますのでご了承ください。

1. 一般的な注意事項

警告 
■ こんなときは、運転しない！
●過労、病気、薬の影響、その他の理由により、作業に集中できないとき。
● 酒を飲んだとき。
● 妊娠しているとき。
● 18 才未満の人。
※ 守らないと、思わぬ事故をおこす恐れがあります。

■ 作業に適した服装をする
・ はちまき、首巻き、腰タオルは禁止です。保護メガネ・ヘルメット・
滑り止めのついた靴を着用し、作業に適した保護具などを着け、だぶ
つきのない服装をしてください。

※ 守らないと、機械に巻込まれたり、滑って転倒する恐れがあります。
■ 機械を他人に貸すとき
・ 取扱方法をよく説明し、使用前に「取扱説明書」を必ず読むように指
導してください。

※ 守らないと、死亡事故や重大な傷害、機械の破損をおこす恐れがあり
ます。

2. 運転する前に

警告 
■ 運転者以外に人を乗せない
・ この機械の乗車定員は１名です。運転者以外に人を乗せないでください。
※ 守らないと、思わぬ事故をおこす恐れがあります。

■ 機械を始動する時には必ず運転席に座り ､周囲の安全を確認する
・ 機械を始動する時には必ず運転席に座り、シートの位置と周囲の安全
を確認してください。

※ 守らないと、思わぬ事故をおこす恐れがあります。

■ 夜間走行・作業の禁止
・ 本機は照明装置を備えていませんので、夜間や視界の悪いときは走行、
作業を行わないでください。

※ 守らないと、思わぬ事故をおこす恐れがあります。

注意 
■ 機械の改造禁止
・ 改造をしないでください。
※ 守らないと、事故・ケガ・機械の故障をおこす恐れがあります。

■ 点検・整備を行う
・ 機械を使う前と後には必ず点検・整備を行ってください。
※ 守らないと、事故・ケガ・機械の故障をおこす恐れがあります。

■ 定期点検整備を行う
・ １年毎に定期点検整備を行い、各部の保守をしてください。
※ 守らないと、整備不良による事故や機械の故障をおこす恐れがあります。
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■ 電気部品・コードを必ず点検
・ 配線コードが他の部品に接触していないか、被覆のはがれや接続部の
ゆるみがないかを毎日作業前に点検してください。

※ 守らないと、ショートして、火災事故をおこす恐れがあります。
■ ブレーキ・ハンドルの点検を必ず行う
・ ブレーキの効きが悪かったり、ハンドルに著しいガタや遊びがないよ
うに、点検してください。

※ 守らないと、事故をおこす恐れがあります。

注意 
■ カバー類は必ず取付ける
・ 点検・整備などで取外したカバー類は、必ず取付けてください。
※ 守らないと、機械に巻込まれて、人的事故をおこす恐れがあります。

■ 目的に合った工具を正しく使用する
・ 点検整備に必要な工具類は、適正な管理をし、目的に合った工具を正
しく使用してください。

※ 守らないと、整備不良で事故をおこす恐れがあります。
■ 電気系統の点検整備を行うときは、必ずバッテリのマイナス配線を外す
・ 電気系統の点検整備を行うときは、必ずバッテリのマイナス配線を外
してください。

※ 守らないと、ショートして火傷や火災事故をおこす恐れがあります。

4. 運搬するとき

警告 
■ あゆみ板の上では、惰性運転はしない
・ 坂道やあゆみ板の上での走行は十分注意して行ってください。
※ 守らないと、転落などの事故をおこす恐れがあります。

■ 強度・長さ・幅の十分あるあゆみ板を使用する
・ 積込み、積降ろしをするときは、平坦で交通の安全な場所で、トラッ
クのエンジンを止め、動かないようにサイドブレーキを掛け、車止め
をしてください。使用するあゆみ板は、幅・長さ・強度が十分あり、
スリップしないものを選んでください。

※ 守らないと、転落などの事故をおこす恐れがあります。

3. 使用前後の点検や整備をするとき

危険 
■ 電解液を必ず点検
・ 液面を点検し、液面が上限レベルより下がっていたら、精製水を上限
レベルまで補充してください。

※ 守らないと、液面が下限以下になったときに、火花が出て容器内のガ
スに引火し、破裂する恐れがあります。

■ バッテリの充電は換気の良い場所で行う
・ 充電中は揮発性ガス（水素ガス）が発生します。充電は雨などのかか
らない換気の良い場所で行い、周辺でのグラインダ作業、工具による
ショート時の火花、煙草の火などを近づけないよう十分注意してくだ
さい。

※ 守らないと、バッテリに引火・爆発して火傷などをする恐れがありま
す。

■ バッテリ点検時は火気厳禁
・ バッテリの点検・充電時は火気厳禁です。
※ 守らないと、バッテリに引火・爆発して火傷などをする恐れがありま
す。

■ バッテリ液は身体につけないようにする
・ バッテリ液を身体や服につけないようにしてください。万一付着した
ときは、すぐに水で洗い流してください。

※ 守らないと、火傷をしたり、服が破れる恐れがあります。
■ バッテリの取付け、取外しは正しい手順で行う。
・ バッテリを取付けるときはプラス（＋）側を先に取付け、取外すとき
はマイナス（－）側から取外します。

※ 守らないと、ショートして火傷や火災事故をおこす恐れがあります。

警告 
■ 点検整備は平坦で安定した場所で行う
・ 点検整備は交通の危険がなく、機械が倒れたり動いたりしない平坦で
安定した場所で駐車ブレーキをかけ、車止めをして行ってください。

※ 守らないと、機械が横転するなど思わぬ事故をおこす恐れがあります。
■ タイヤには、規定の最大空気圧以上に空気を入れない
・ タイヤに空気を入れる際には、規定の最大空気圧以上に空気を入れな
いでください。

※ 守らないと、タイヤが破裂し、傷害事故をおこす恐れがあります。
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■ 登るときは前進、降りるときは後進で行う
・ トラックに積込むときは前進で、降りるときは後進で行ってください。
※ 守らないと、バランスを崩し、転落などの事故をおこす恐れがあります。

■ ロープでトラックに確実に固定する
・ トラックに乗せて移動するときは、駐車ブレーキを掛け、強度の十分
あるロープ等でトラックに機械を固定してください。

※ 守らないと、荷台から機械が転落したりして、事故をおこす恐れがあ
ります。

5. 移動するとき

危険 
■ 運転中ブザー（ピーッという連続音）が鳴ったときはブレーキペダルを
踏んで停車する
・ 運転中、ブザーが鳴ると同時に車体がフリーラン（ニュートラル）状
態になる場合があります。ブザーが鳴ったときは直ちにブレーキペダ
ルを踏んで停車してください。

※ 守らないと、転落などの事故をおこす恐れがあります。
■ 運転中フリーラン状態になったときはブレーキペダルを踏んで停車する。
・ ミッションのギヤ抜け、故障、端子の緩み、配線の断線、電気機器
の故障等により、車体が突然フリーラン状態になることがあります。
万一フリーラン状態になった時は大変危険ですので直ちにブレーキペ
ダルを踏んで停車してください。

※ 守らないと、　転落などの事故をおこす恐れがあります。

警告 
■ 充電時期がきたときは速やかに充電を行う
・ 運転中、バッテリ容量計の目盛りの左より２つ目が点灯したときは作
業を切上げ、速やかに充電を行ってください。

※ 守らないと、バッテリ容量不足により車体がフリーラン状態になる恐
れがあります。

■ 走行ペダルに足を乗せたまま駐車ブレーキを解除しない
・ 走行ペダルに足を乗せたまま駐車ブレーキを解除しないでください。
※ 守らないと本機が急発進し大変危険です。

■ 一般道路走行禁止
・ 本機は、特殊自動車の型式認定を取得していませんので、一般道路は
走行出来ません。

※ 守らないと、道路交通法違反により罰せられます。
■ 周囲の安全を確認して、ゆっくりと発進する
・ 周囲の安全を確認してから電源をＯＮにし、急発進しないようにゆっ
くり発進してください。

※ 守らないと、人的事故をおこす恐れがあります。
■ 移動時は路肩に注意
・ 溝のある道路や傾斜している道路では、路肩に十分注意してください。
※ 守らないと、転落事故をおこす恐れがあります。

■ 急な発進・停止・旋回やスピードの出し過ぎ禁止
・ 発進・停止はゆっくりと行ってください。旋回するときは、十分スピー
ドを落としてください。また傾斜地、凸凹道やカーブの多い場所では、
十分スピードを落としてください。

※ 守らないと、転倒・転落事故や、機械の破損をおこす恐れがあります。
■ 溝を渡るときはあゆみ板を使用する
・ 圃場に入るとき、溝を渡るとき、軟弱な場所を通るときは、必ずあゆ
み板を使用してください。あゆみ板は、幅・長さ・強度が十分あり、
スリップしないものを使用してください。

※ 守らないと、スリップや転倒による事故をおこす恐れがあります。

注意 
■ 高速走行時、急激なブレーキ、ハンドル操作はしない
※ 守らないと、転倒・転落事故をおこす恐れがあります。

■ ギヤの切替えは平坦な場所で停止して行う
・ ギヤの切替えは停止した状態で行ってください。傾斜地や走行中に切
替えを行わないでください。

※ 守らないと、ギヤが破損したり、ニュートラルに切替わった際に車体
がフリーラン状態となり危険です。
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■ 運転者以外に人を乗せない
・ この機械の乗車定員は１名です。運転者以外に人を乗せないでください。
※  守らないと、思わぬ事故をおこす恐れがあります。

■ 傾斜地作業注意事項
・ 地面は平坦ではなく、凸凹や石等があり機械傾斜角度が急に大きくな
る場合が考えられますので、15度以上の傾斜地でのご使用の際は、下
記事項を必ず守ってください。
● 転倒やスリップの危険がある場所では、絶対に機械を運転しないで
ください。

● 傾斜地では、作業前に穴、岩石、木の根（その他の不法投棄物）等
を取除き、それらが無いことを確認してから十分気をつけて作業を
行ってください。

● 傾斜地での作業は、等高線に沿って行い、旋回は傾斜角度のゆるい
所で行ってください。

7. 格納するとき

危険 
■ バッテリの取付け、取外しは正しい手順で行う
・ バッテリを取付けるときはプラス（＋）側を先に取付け、取外すとき
はマイナス（－）側から取外してください。

※ 守らないと、ショートして火傷や火災事故をおこす恐れがあります。

注意 
■ 長期格納時はバッテリとキーを外す
・ 長期間使用しないで格納する場合は、バッテリを取外し、キーを抜取
り保管してください。

※ 守らないと、事故をおこす恐れがあります。

6. 作業するとき

警告 

■ 人や物をウェイト代わりにしない。
・ ウェイト代わりに人や物を載せないでください。
※ 守らないと、人的事故をおこす恐れがあります。

■ 保護具は必ず着用する
・ 保護メガネ・ヘルメット・滑り止めのついた靴を必ず着用してください。
※ 守らないと、人的事故をおこす恐れがあります。

■ 作業機の下にもぐったり、足を入れない
・ 作業機の下にもぐったり、足を踏込んだりしないでください。
※ 守らないと、作業機が下がったときに、人的事故をおこす恐れがあり
ます。

■ 作業前に、圃場内にある石等の障害物を取除く
※ 守らないと、事故・ケガ・機械の故障をおこす恐れがあります。

■ 急な発進・停止・旋回やスピードの出過ぎ禁止
・ 発進・停止は、ゆっくりと行ってください。旋回をするときは、十分
スピードを落としてください。

※ 守らないと、転倒・転落事故や、機械の破損をおこす恐れがあります。
■ 傾斜地の移動・作業は特に慎重に行う
・ 傾斜地や凸凹のあるところでは機械のバランスが悪くなります。十分
スピードを落としてゆっくりと移動や作業を行ってください。

※ 守らないと、転倒・転落事故や、機械の破損をおこす恐れがあります。
■ 子供を近付けない
・ 子供には十分注意し、近付けないようにしてください。
※ 守らないと、人的事故をおこす恐れがあります。

■ わき見、手放し運転はしない
※ 守らないと、人的・物的事故をおこす恐れがあります。

■ 機械から離れるときは機械を平坦地に置き、電源を遮断する
・ 機械から離れるときには平坦で安定した場所に機械を置き、電源を遮
断し、必ず駐車ブレーキを掛け、車止めをしてください。また、作業
機は地面に接地してください。

※ 守らないと、機械が動きだし、事故をおこす恐れがあります。
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各部の名称

ハンドル 

フロントカバー 

排砂板 
(オプション)

前輪 

レーキ 

排砂板レバー 
(オプション )

走行ペダル

ブレーキペダル 
駐車ブレーキ 
ロックペダル 

チルトレバー カルチベータ 
(オプション)フロントサイドカバー 

シート シートレバー 
変速レバー 

ドライバカバー、ドライバ台 

リヤサイドカバー 

後輪 

充電用コンセント 

ホーキホルダ 
カルチレバー 
(オプション)
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警告ラベル・指示ラベル貼付位置

危険

警告 警告

警 　告

ピーーーッ

異常ブザー

本機が次の場合にブザーが鳴ります。ブザーが鳴ったら
ただちに駐車ブレーキを踏み停車してください。

１．走行制御の異常
停車後、ブザーが鳴り続ける場合は走行制御の異常です。
この場合、ブザーが鳴ると同時に車体がフリーランの状
態になり、自動的にブレーキがかかり停車します。その
後の処置につきましては取扱説明書を参照してください。

２．バッテリーの容量不足
停車後、ブザーが鳴り止む場合はバッテリーの容量不足
です。速やかに充電をしてください。この状態で走行を
続けると、上記１の状態になり危険です。また、容量計
の目盛りが、左より２つ目以上であってもブザーが鳴る
場合は、バッテリーの寿命と考えられますので、交換を
お勧めします。

危  　険
金属類の接触 腐食 ゆるみ 火気禁止

備　考
メンテナンス前の注意

１．メンテナンスは取扱説明書を熟読し、正し
　　い作業と手順で行ってください。

・フィルターの清掃について

２．メンテナンスは平坦な場所で駐車ブレーキ
　　をかけ、キースイッチをＯＦＦにして行っ
　　てください。
３．電気系統のメンテナンスをする前は、バッ
　　テリーのマイナス配線を外してください。
　 （バッテリーメンテラベル参照）

　ドライバーカバーのフィルター（２ヶ所）
　を取り出し、エアー等で清掃してください。
 （水洗いした場合は、完全に乾かしてから
　取り付けてください）

・ドライバーカバー内の清掃について
　ドライバーカバー内の清掃は、水分、高圧
　エアー厳禁です。ドライバーの基板上の砂
　ぼこりは、水分を含まない低圧エアーで吹
　き飛ばしてください。

メンテナンスの注意

注　 意メンテナンススケジュール

…　点検、調整、補給、清掃
…　交換

メンテナンス項目

電解液の点検
補水

清掃
充電

交換
ミッションオイル
グリースアップ

ドライバーカバー内

ブレーキワイヤー
フィルター

時
間
毎

25毎　

日
時
間
毎

50
時
間
毎

250

バ
ッ
テ
リ
ー

本　

体

2年毎

バッテリーメンテラベル参照

バッテリーメンテラベル参照

バッテリーメンテラベル参照

取扱説明書参照

取扱説明書参照

取扱説明書参照

取扱説明書参照

取扱説明書参照

右記参照

右記参照

・・・ 取扱説明書を
 お読みください。

・・・ バッテリからは水素ガス
 の発生があり、特に充電終
 期には多量の水素ガスが発
 生します。バッテリ周辺
 での工具によるショート時
 の火花、端子の腐食、ゆる
 み、タバコの火などは引火
 爆発の原因となります。

・・・ 駐車ブレーキをかけ、電源を
　　　遮断し、キーを抜いてから機
　　　体を離れてください。
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警告ラベル・指示ラベル貼付位置

警告 

警　告 
通気口への放水 
高圧水での洗浄 

・電気系統のメンテナンスを行うときは 
　－配線Ａ、Ｂ、Ｃの端子を必ず外して 
  行ってください。 

・バッテリー交換の際、配線の取り外し 
　は①の端子から順に、取付けは⑫ 
　の端子から順に行ってください。 

・端子接続後、接続部にゆるみがないか 
　充分確認してください。 

●バッテリー配線について 

・週１回、液面を点検してください。 

・補水は充電後に行ってください。 

・液面が上限レベルより下がっていたら、 
　精製水を上限レベルまで補充してください。 

●バッテリーの液面点検と精製水の補充について 

警 　告 
警 　告 

前 

－ 
＋ 

－ 

＋ － 
＋ － 

＋ 

＋ 
－ ＋ 

－ 

３ ２ 

４ 

７ 10

１ 

12９ ８ 

５ 

６ 

11

バッテリー容量計 

バッテリー容量計の目盛りの 
左から２つ目が点灯したら充 
電時期です。速やかに作業を 
やめ充電を行うこと。 

バッテリーケース 精製水補充口 

上限レベル 
2～5ｍｍ 

 

－配線Ｃ 
（赤黒） 

＋配線Ｄ 
（黒） 

－配線Ａ（黒） 

＋配線Ａ（赤） 

１ 

－配線Ｂ（黒） １ 

７ 

12

12

ハーネス 

・・・ 通気口への放水や高水圧での 
　　　洗浄は絶対に止めてください。 
　　　ドライバカバー内部に水が 
　　　浸入し、故障の原因となります。 

運転席を離れる時は、必ず駐車 
ブレーキをかけること。 
※駐車ブレーキをかけずに運転席を離れ 
　るとブザー（ピピピという断続音）で 
　かけ忘れを告知します。 
駐車するときは平坦地で駐車す 
ること。坂道での駐車は絶対に 
しないこと。 
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ＳＰ１６０ＥAの特長

● 低騒音のため、バンカーのレーキ作業をしてもプレーの妨げになりません。

● 高出力モータを搭載し、Ｈ ( 高速 )・Ｌ ( 低速 ) の切換により、急な坂道も
無理なく登ることが出来ます。

● 旋回半径が小さいため、様々な形状のバンカーで効率良く作業ができます。

● 低重心なため、傾斜地でも安定して作業・移動が出来ます。

● 速さ調整がスムーズにでき、安定した走行が出来ます。

● 油圧を使っていませんので、オイル漏れの心配がありません。

● エンジン式に比べ、メンテナンスが容易です。

● 低メンテナンス、低燃料費によるランニングコストの低減が可能です。

仕　　様

型式 ＳＰ１６０ＥＡ

機

体

寸

法

全　長 ２００ｃｍ（排砂板付：２３０ｃｍ）

全　幅 １９０ｃｍ

全　高 １２４ｃｍ

ホイールベース　 １００ｃｍ

トレッド １０５ｃｍ

総質量（レーキ付） ４８１ｋｇ

速

さ

低　速 ７. ５ｋｍ /ｈ

高　速 １５ｋｍ /ｈ

車

輪

前　輪 ＰＤ２１×１１. ００- １０

後　輪 ２２×１１. ００- ８

モ
ー
タ

型式 ＭＰＵＸ２５０-０２４５Ｆ

定格出力 ２. ５ｋＷ

最高回転速度 ２４００ｒｐｍ

バッテリ
トロージャン

Ｔ－８９０　８Ｖ×６

ミッション ＭＣ８１　ブレーキ付

作

業

幅

レーキ １９０ｃｍ

排砂板（オプション） ８０ｃｍ【質量：２５ｋｇ】

カルチベータ（オプション） １１６ｃｍ【質量：１９ｋｇ】

仕上げブラシ（オプション） １９５ｃｍ【質量：８. ６ｋｇ】
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1-2  ブレーキの点検

● 駐車ブレーキの点検

警告 ・ 駐車ブレーキワイヤに亀裂や損傷が無いことを確認してくだ
さい。

・ 駐車ブレーキの点検は必ず平坦な場所で行ってください。
・ 下記に従って駐車ブレーキの点検を行ってください。異常が
見られる場合は駐車ブレーキワイヤの調整を行ってください。
（８-４ ブレーキの調整参照）

① 平坦な場所に本機を止めてください。
② キースイッチを「ON」にしてください。(３- １ 電源の投入参照 )
③ ミッションの変速レバーを「Ｎ ( ニュートラル )」に切換えてください。
(４- ２ 変速レバーの操作参照 )

④ 駐車ブレーキをかけてください。(４- ４ 駐車ブレーキの操作参照 )
⑤ 車体を前後に押し、ブレーキが効いていることを確認してください。
⑥ 駐車ブレーキを解除してください。(４- ４ 駐車ブレーキの操作参照 )
⑦ 車体を前後に押し、ブレーキが引きずっていないことを確認してくださ
い。

取扱説明

   注意  ●機械を始動する前には、必ず下記事項の点検を行ってください。

1-1  タイヤの点検

● タイヤの空気圧、亀裂、損傷、異常摩耗を調べてください。
タイヤの空気圧

　kPa (kgf/cm2)
前　輪 70 (0.7)
後　輪 40 (0.4)

１．使用前の点検・整備
ブレーキペダル

ミッション

駐車ブレーキワイヤ
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ドライバ台
安全装置

安全装置ブレーキワイヤ

キースイッチOFF

キースイッチON

ブレーキレバー

安全装置

自動的にブレーキを
解除する。

自動的にブレーキを
引っ張る。

● 安全装置ブレーキの点検

警告 ・ 安全装置ブレーキワイヤに亀裂や損傷が無いことを確認して
ください。

・ 安全装置ブレーキの点検は必ず平坦な場所で行ってください。
・ 下記に従って安全装置ブレーキの点検を行ってください。異
常が見られる場合は安全装置ブレーキワイヤの調整を行って
ください。（８-４ ブレーキの調整参照）

・ 本機にはドライバ台の下に安全装置 (９．安全装置参照 ) が装備されています。
 本機をご使用になる前に、安全装置が正常に作動するか点検してください。
作動しない場合は、「トラブルシューティング」に従ってください。

① 平坦な場所に本機を止めてください。
②レーキを下げ (５- １ レーキ作業参照 )、ドライバ台を開けてください。
③ 駐車ブレーキを解除してください。(４- ４ 駐車ブレーキの操作参照 )
④ ミッションの変速レバーを「Ｎ ( ニュ―トラル )」に切換えてください。
(４- ２ 変速レバーの操作参照 )

⑤ キースイッチを「OFF」にしたとき安全装置が作動し、自動的にブレー
キが引っ張られるか確認してください。

⑥ キースイッチを「ON」にしたとき安全装置が作動し、自動的にブレーキ
が解除されるか確認してください。

⑦ ドライバ台を閉め、レーキを上げ
てください。

⑧ 車体を前後に押し、ブレーキが引
きずっていないことを確認してく
ださい。

⑨ キースイッチを「OFF」にしてく
ださい。

⑩ 車体を前後に押し、ブレーキが効
いていることを確認してください。

1-3  ステアリングチェーンの点検

警告 ・ フロントカバーを開け、ステアリングチェーンにゆるみ損傷
がないかを確認してください。
（８-２ ステアリングチェーンの張り調整参照）
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1-4  バッテリの点検

● 端子接続部の緩み、腐食の点検

危険 
・ 火気をバッテリに近づけないでください。引火爆発の原因と
なります。

警告 
・ 端子部の腐食、緩みは接触不良による充電不足またはバッテ
リの引火爆発、端子接続部の焼損の原因となる恐れがありま
す。

・ 端子やケーブルに腐食等の異常がないか点検してください。腐食がある
場合はきれいに磨き、端子部にグリースを薄く塗付してください。

・ 端子部にネジのゆるみがないか確認してください。ゆるみがある場合は
増締めしてください。

● バッテリ容量の点検
・ キースイッチを「ＯＮ」にし、バッテリ容量計の LED表示を確認してく
ださい。満充電されていないときは、充電を行ってください。(６．バッテ
リの充電参照）

1-5  各部の締付

● 機械の使用に伴い、ボルト・ナット等にゆるみが出る場合がありますので、
必ず点検、増締めを行ってください。

・ 次のボルト・ナットは下記トルクで締付けてください。

部位 コード番号
部品名称 個数 適正締付トルク

N・m(kgf・cm)

チェーンホイール K0010100202
 10 調質ボルト 20 3 29～ 38

（290～ 380）

前輪部 K0011120252
12 調質ボルト 25Ｐ 1.5 4 67 ～ 85

（670～ 850）

後輪部

K0011120202
12 調質ボルト 20Ｐ 1.5 8 67 ～ 85

（670～ 850）

K0160000042
20 特殊ナットＰ 1.5 2 147 ～ 183

（1470～ 1830）

・ その他のボルト・ナットは下記トルクで締付けてください。

呼び径
適正締付トルク N・m（kgf・cm）

一般ボルト
強度区分 4.8

調質ボルト
強度区分 10.9

Ｍ 5 3～ 5
（30～ 50）

7～ 10
（70～ 100）

Ｍ 6 7～ 9
（70～ 90）

14～ 18
（140～ 180）

Ｍ 8 14～ 19
（140～ 190）

28～ 38
（280～ 380）

Ｍ 10 29～ 38
（290～ 380）

58～ 76
（580～ 760）

Ｍ 12 52～ 67
（520～ 670）

104～ 134
（1040～ 1340）

満充電時

充電時期バッテリ容量計
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２．運転前の調整
2-1  シート位置の調整
・ シートレバーを矢印の方向へ引くと、
シートを前後にスライド出来ます。
作業に適した位置に調整してくださ
い。

警告 ・ 走行中は危険なため調
整しないでください。

2-2  ハンドル位置の調整
・ ハンドル位置の調整をすることがで
きます。

・ チルトレバーをゆるめ、作業に適し
たハンドル位置でチルトレバーをし
めこんで固定してください。

警告 ・ 走行中は危険なため調
整しないでください。

2-3  レ―キの調整
・ 運転前にフォーク刃・ソリ板等の減り具合、ボルト・ナット等の緩みがな
いか点検してください。下記を参考に調整し、バンカーの仕上がりを美し
くならし作業を行ってください。

● レーキの深さ調整
① 平らな場所でレーキを降ろして
20cm程度前進してください。

② ソリ板の下に厚さ 15mm程の木板
等を入れてください。

③ 木板にレーキの荷重がかかり、
フォーク刃の先端が地面と軽く接
する位置にフォーク刃を調整し、
ナットでロックしてください。

● チェーンの調整とレーキ固定金の調整
・ チェーンは 8コマ目をねじらないように取付けてください。
・ レーキが上がった状態で、レーキ固定金をレーキに軽く当たる位置に調
整してください。

10ナット

フォーク刃
コンクリート平坦地

木板等

ソリ板

レーキ固定金 

レーキ 

チェーン 
8コマ目をねじら ずに 
取付けてください。 

レーキが上がった状態で 
レーキに軽く当たる位置 
に調整してください。 

しまる

チルトレバー

ゆるむ

シートレバー

後

前
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３．電源の投入・遮断方法
3-1  電源の投入
● 電源を投入する前に

危険 ・ 本機は電気的、機械的要因により、車体がフリーラン（ニュー
トラル）状態になる場合があります。フリーラン状態になっ
たときは大変危険ですので、ただちにブレーキペダルを踏ん
で停車してください。

○フリーラン状態になる原因として、主に次の項目が挙げられ
ます。
・ 走行の電気制御システム内で異常が検出されたとき
  ※ブザー（ピーッという連続音）にて異常を告知します。
（９-１ 安全装置の作動について参照 )

・ミッションのギヤ抜け
・端子のゆるみ、配線の断線
・電気機器の故障等

2-4  排砂板の調整
・ ボルトをゆるめ、排砂板小を設定してください。表面の砂を薄く運びたい
場合はＡ方向へ、厚く運びたい場合はＢ方向へ設定してください。

・ 次の手順で排砂板を外すことができます。
① ピンを抜いてください
② 排砂板を抜いてください。

ボルト

排砂板小

ピン

②

A
B

警告 ・ 坂道やガケ、池の近くなど危険な場所を走行するときは、
万一の故障に備え低速走行し、いつでもブレーキペダルを踏
んで止まれるように運転してください。

・ 転倒やスリップの危険のある場所では運転しないでください。

○ ブザーが鳴り停車した後の対処方法
・ ブザーが鳴り、ブレーキペダルを踏んで停車した後もブザーが鳴り続
ける場合は、下記に従ってください。ブザーが鳴り止む場合は、バッ
テリの容量不足です。(９- １ 安全装置の作動について参照 ) 速やかに充電を
行ってください。(６．バッテリの充電参照 )
① 駐車ブレーキをかけてください。（４-４ 駐車ブレーキの操作参照）
② キースイッチをOFF にし、しばらく経った後、再びONにしてくだ
さい。

③ ブザーが鳴り続ける場合はけん引（８-１１ 自走できなくなった場合のけん引
参照）で、ブザーが鳴り止む場合は自走で安全な場所まで移動し、「現
象２：ブザーが鳴った」に従ってください。

警告 ・ 自走するときは低速走行し、いつでもブレーキペダルを踏ん
で止まれるように運転してください。
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① 平坦地で停車し、駐車ブレーキをかけます。（４-４　駐車ブレーキの操作参照）
② キーを左へ回しＯＦＦにします。

４．走行の操作方法

4-1  バッテリ容量計の見方

警告 ・ 本機を運転中、バッテリ容量計の目盛りの左より２個目が点
灯したら、作業を切上げ速やかに充電を行ってください。

注意 ・ バッテリ容量計の目盛りが、左より２つ目以上であってもバッ
テリ容量不足によるブザーが鳴る場合は、バッテリの劣化と
考えられます。バッテリの交換をお勧めします。（７-５バッテリ
の交換参照）

・ 満充電時右端のＬＥＤ表示灯が点灯
し、放電するに従い左に移動します。
この目盛りの左より２つ目の点灯は
充電時期であることを示します。

 この状態で走行を続けるとバッテリ
容量不足になり、ブザーで警告しま
す。（９-１ 安全装置の作動について参照）

 目盛りの左より２つ目が点灯しまし
たら速やかに充電を行ってください。
（６．バッテリの充電参照）

※バッテリの使用時間は、コース形状、バンカー数、作業内容等によって大
きく異なります。

● 電源の投入方法

警告 ・ 本機が急に動き出す危険がありますので、電源を投入すると
きは、必ず駐車ブレーキがかかっている状態で行ってくださ
い。

・ 機械の周囲に人や障害物がないか安全を確認してください。
・ カバー類が正しい位置にあって、損傷していないか確認して
ください。

①駐車ブレーキがかかっていることを確認します。（４-４ 駐車ブレーキの操作参
照）

② キーを右へ回しＯＮの位置にします。（下図参照）
③ 「ピーッ」と短くブザーが鳴り赤色ＬＥＤ表示灯が点灯します。

3-2  電源の遮断
● 電源の遮断方法

警告 ・ 電源を遮断するときは、必ず駐車ブレーキをかけてください。
  本機がフリーラン状態になる可能性があり危険です。

注意 ・ 傾斜地で停車状態を保ちたいときは、必ず駐車ブレーキをか
けてください。ブレーキをかけずに停車状態を保つとバッテ
リを多く消費します。

・ 運転席を離れるときは平坦地にて停車し、駐車ブレーキをか
け電源を遮断してください。駐車ブレーキをかけずに運転席
を離れると、ブザー（ピピピという断続音）が鳴ります。

満充電時

充電時期

キースイッチ

赤色ＬＥＤ
ＯＦＦ

ＯＮ
OFF
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4-2  変速レバーの操作

注意 ・ ギヤの切換えは、平坦な場所で停車した状態で行ってくださ
い。傾斜地や走行中に切換えを行うと、ギヤの破損や、ニュー
トラルに切換わった際に車体がフリーラン状態になり危険で
す。

・ 変速レバーにて、「Ｌ ( 低速 )」、「Ｈ ( 高速 )」どちらかのギヤを選択してく
ださい。

・ 変速レバーはシートの左側にあり、「Ｌ ( 低速 )」、「N( ニュートラル )」、「Ｈ
( 高速 )」の３段階に切換えることが出来ます。
○「Ｌ」…バンカー作業時

排砂板作業時
急な登坂の走行時

○「Ｈ」…移動時
○「Ｎ」…車体をけん引時

メンテナンス時

4-3  走行ペダルの操作

警告 ・ 走行ペダルに足を乗せたまま駐車ブレーキを解除しないでく
ださい。本機が急発進し大変危険です。

・ 速さの調整は走行ペダルの踏み加減
によって行ってください。
○前進…前方をゆっくり踏込みま

す。
○後進…後方をゆっくり踏込みま

す。
○停止…ペダルから足を離します。

走行ペダル

前進

後進

4-4  駐車ブレーキの操作

● 駐車ブレーキのかけ方
① ブレーキペダルだけを深く踏込み
ます。

② つま先でロックペダルを踏みます。
③ ロックペダルを踏んだままブレー
キペダルを戻します。

④ ブレーキペダルがロックされ駐車
ブレーキがかかります。

● 駐車ブレーキの解除
①ブレーキペダルだけを踏込みます。
② ロックペダルが外れ駐車ブレーキ
が解除されます。

ロックペダル

 ブレーキペダル
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５．実作業の操作方法
5-1  レーキ作業

注意 ・ レーキの昇降をする前に、レーキ周囲に人や障害物が無いか
安全確認をしてください。

・ レーキを降ろした状態でバックしないでください。、レーキが
破損します。

・ 傾斜や段差のきつい位置からバンカーの出入りは避けてくだ
さい。

・ 高速で作業を行うとタイヤ跡が残ったり、表面が波状になり
易くなります。適度なスピードで作業してください。

・ ドライバ台が開いているとき、または閉まっていても正しく
収まっていないときは、レーキ昇降操作は出来ません。

・ バンカーに入る前に平坦地で完全に停車し、ギヤを「L( 低速 )」に切換えて
ください。

・ レーキの昇降は、レーキ昇降スイッチを操作して行ってください。
● レーキ昇降の操作方法
○ レーキ上昇…レーキ昇降スイッチを上に倒します。
○ レーキ下降…レーキ昇降スイッチを下に倒します。
○ レーキ停止…レーキ昇降スイッチを中立位置にします。

※ 上昇・下降側にスイッチを入れたままでも、リミットスイッチにより自動
的にレーキの昇降が停止します。

5-2  排砂板作業

注意 ・ レーキ等を降ろした状態で排砂板作業時をしないでください。
バックした際にレーキが破損します。

・ 排砂板作業時、ハンドル操作が片手になるため、運転には十
分注意してください。

・ 排砂板で砂を持上げた後、盛上がった砂を排砂板受板で押さえながらバッ
クするときれいに仕上がります。

● 排砂板レバーの操作方法
○ 排砂板を下げる…排砂板レバーを前方へ起こします。
○ 排砂板を上げる…排砂板レバーを手前へ引き、下へ寝かせます。

排砂板レバー

排砂板が下がる

レバーを
起こすと...

レーキ昇降スイッチ

停止

下降

上昇
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5-3  カルチベータ作業

● カルチベータの操作方法
○ カルチ板を下げる
① クラッチレバーを握ります。
② クラッチレバーを握ったままカルチレバーをＡ方向へ引き、カルチ板
を下げます。

③ カルチ板を作業したい位置で合わせ、クラッチレバーを離しますと作
業深さが固定されます。

○ カルチ板を上げる
① クラッチレバーを握ります。
② クラッチレバーを握ったまま、カルチレバーをＢ方向へいっぱいまで
押上げクラッチレバーを離します。

注意 ・ カルチベータを下げたまま後進しないでください。

カルチレバー
Ａ Ｂ

クラッチレバー

危険 ・ 充電中は爆発性ガス（水素ガス）が発生します。充電は雨な
どのかからない、風通しの良い場所で行ってください。

・ 周辺でのグラインダ作業、工具によるショート時の火花、タ
バコの火などは引火爆発の原因となりますので十分注意して
ください。

・ バッテリの極板が露出した状態で充電を行わないでください。
火災の原因となります。

・ 充電中にプラグの脱着を行わないでください。火花が出て危
険です。

注意 ・ 充電は作業終了後速やかに行ってください。充電せずそのま
ま放置するとバッテリの寿命を短くします。

・ 均等充電を繰り返し行うと、バッテリの寿命を短くします。

警告 ・ 充電は本機付属の充電器で行ってください。
・ 充電中にプラグの脱着を行わないでください。引火爆発の原
因となります。

６．バッテリの充電

  ・ 詳細は充電器取扱説明書を参照してください。
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充電器

入力プラグ

電源側コンセントへ（ＡＣ１００Ｖ）

出力プラグ
本機側コンセント

７．バッテリのメンテナンス

7-1  メンテナンスの前に
・ シート台を開け、バッテリカバーを外して作業すると、バッテリのメンテ
ナンスがしやすくなります。

● シート台の開け方
① シートレバーでシート位置を前寄
りにします。（２- １ シート位置の調整
参照）

② シートの座面を軽く押し、シート
台留メ金を外します。

③ シート台を開けます。

●バッテリカバーの外し方
① ハンドルでバッテリカバーを持上
げて、カバーＡをマグネットにつ
けます。

② カバー Bをａ方向にスライドさせ
て外します。

シート台留メ金

バッテリカバー

ハンドル

a

Ａ
B

● 充電の手順
① 駐車ブレーキをかけキースイッチをOFFにします。
② バッテリカバーを開けます。(７- １ メンテナンスの前に参照 )
③ 本機側コンセントの防水キャップを外し、充電器の出力プラグを差込み
ます。

④ 入力プラグを電源側コンセント（AC100V 50/60Hz）に差込みます。
⑤ 充電器の「均等」と「最適」表示灯が同時に点滅します。このとき「均等」
を押せば均等充電、「最適」を押せば最適充電を開始します。
・ 最適充電… 通常は最適充電を行ってください。
・ 均等充電…７回に１度またはセル毎の比重のばらつきが 0.02 以上に
　　　　　なった場合に均等充電を行ってください。

⑥ 充電が完了間近になると「完了」表示灯が点滅し、充電が完了すると点
灯します。

⑦ 充電器の入力プラグを電源側コンセントから抜きます。
⑧ 充電器の出力プラグを本機側コンセントから抜きます。
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7-4  比重の測定

危険 ・ バッテリの電解液は希硫酸です。点検時などはゴム手袋、保護
メガネを着用し、液をこぼさないように気をつけてください。

・ 電解液が皮膚や衣服等についたときは、ただちに多量の水で
洗い流してください。目に入ったときや飲込んだときは、た
だちに医師の診察を受けてください。

・ バッテリに火気を近付けないでください。引火爆発の原因と
なります。

・ １ヶ月に１度を目安に比重測定を行い、バッテリの状態把握をしてくださ
い。

● 比重測定の手順
・ 比重計の外筒を垂直に立て、スポイトで電解
液を吸上げてください。浮き子が浮上がった
ら、泡がついていないことを確認し、液面の
上縁が目盛りに接する値を水平に読取ってく
ださい。

・ 比重は温度により変化します。読み取った数値を 20℃における比重値に
換算してください。
 正しい比重＝比重計の読み＋ 0.0007 ×（測定時の温度－ 20）

・ 比重が 1.28 のときバッテリの残存容量はおよそ 100％です。
・ セル毎の比重のばらつきが 0.02 以上の場合は均等充電を行ってくださ
い。（６．バッテリの充電参照）

・ セル毎の比重のばらつきが 0.05 以上の場合はバッテリの寿命が考えら
れます。（７-６ バッテリの特性参照）

7-2  電解液の点検と精製水の補充

危険 ・ バッテリの電解液は希硫酸です。点検時などはゴム手袋、保護メガネを着用し、液をこぼさないように気をつけてください。
・ 電解液が皮膚や衣服等についたときは、ただちに多量の水で
洗い流してください。目に入ったときや飲込んだときは、た
だちに医師の診察を受けてください。

・ バッテリに火気を近付けないでください。引火爆発の原因と
なります。

・ 液面が下限以下に低下したまま使用しないでください。発熱
や爆発の原因になる恐れがあるほか、バッテリの寿命を短く
します。

警告 ・ 精製水を上限を超えて補充しないでください。液があふれ車
両を損傷させたり、火災の原因になります。

・ 週に一度は液面を点検し、上限レ
ベルより下がっていたら、精製水
（蒸留水）を上限レベルまで補充し
てください。

・ 電解液の吹きこぼれを防止するた
め、精製水の補充（補水）はなる
べく充電後に行ってください。

7-3  バッテリの清掃

危険 ・ 乾いた布での清掃はしないでください。静電気による引火爆
発の原因となります。

・ バッテリの上面の汚れやほこりは、湿った布で拭くか、水で
洗い流してください。端子部に腐食、汚れがある場合は、湯
または水で洗い、グリースを薄く塗付してください。

バッテリケース
精製水補充口

極板群
上限レベル
2～5ｍｍ

下限レベル
10ｍｍ

比重計の読み方

目盛り

浮き子
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7-6  バッテリの特性
● バッテリの長期保管について
・ バッテリは、使用しない場合でも放電していきます。（自然放電）
 放電量は気温によって次のように変化します。

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ヶ月

すぐの充電は
必要ありません

ただちに充電が
必要な領域

ただちに充電が
必要です
容量が元に戻ら
ない領域

比　重
１.２８

１.２４

１.２０

１.１６

１.１２

保管期間と自然放電

※比重は20℃換算値
１

３０℃
１０℃

・ バッテリを長期保管する場合は定期的に比重を測定し、必要に応じ補充
電を行ってください。

１２０

容量(％)

２０ ３０

１００

８０

６０
－１０ １００ ４０℃

●バッテリの使用時間の変化
・ バッテリの使用時間は温度や使用年数によって変化します。
○ 温度による容量の変化
・ バッテリ容量は温度により大きく変化します。下図のように温度が低
いほど容量が小さくなるため、使用時間は短くなります。

7-5  バッテリの交換

危険 
・ 金属工具等でプラス ( ＋ ) 端子、マイナス ( － ) 端子を接触さ
せないでください。引火爆発の原因となります。

・ バッテリに火気を近付けないでください。引火爆発の原因と
なります。

警告 ・ バッテリの端子接続部に緩み、腐食等がある場合はそのまま
使用しないでください。スパークの発生や発熱による損傷、
引火爆発の原因になる恐れがあります。

・ 配線の取付けは（＋）と（－）の接続を正しく行ってください。
スパークの発生等、引火爆発の原因になる恐れがあります。

●バッテリ交換の手順
① バッテリの配線を取外します。
下図を参考に、正しい順番で取外してください。
・ 取外し…①の（－）端子から⑫の端子まで順番に取外してくださ   　
　　　　い。

② 付属のバッテリハンドルを使ってバッテリを取出し交換します。
③ バッテリの配線を取付けます。
・ 取付け…取外しとは逆に⑫の端子から①の（－）端子まで順番に　　
　　　　取付けてください。

前
－

＋

－

＋

－

＋

＋

－

＋

－

＋

－

5

6

8

7
4

3

1

2

1

7 12

－配線 B(黒)

－配線 C
(赤黒)

＋配線 B
(赤)

ハーネス

－配線 A(赤緑)

－配線 A(黒)

2

1

9

10 11

12
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8-2  ステアリングチェーンの張り調整

① フロントサイドカバーを取外します。
② ステアリングチェーン両端に付いて
いるM８ナットを締込み、チェーン
を張ります。

8-3  走行ペダルの調整

警告 ・ 走行ペダルは出荷時に前進速さ 15km/h、後進速さ 5km/h
に設定してあります。15km/h 以上で走行すると機械が損傷
する恐れがありますので、調整は行わないでください。部品
交換や、やむを得ず調整が必要な場合は販売代理店又は弊社
にご相談ください。

8-4  ブレーキの調整
● 駐車ブレーキの調整

警告 ・ 駐車ブレーキの調整は必ず平坦な場所で行ってください。
・ 駐車ブレーキを解除したとき、ブレーキが引きずらないよう
に調整してください。

・ 駐車ブレーキを調整した後は、ロックナットを確実に締めて
ください。

・ 駐車ブレーキの調整は、駐車ブレーキワイヤのアジャスタボルトを調整し
て行ってください。（１-２ 駐車ブレーキの点検参照 )

M8ナット M8ナット

ステアリングチェーン

○ 経年劣化による容量の変化
・ バッテリを長期間ご使用になりますと、バッテリ内部の劣化により容
量が低下するため、使用時間は短くなります。

● バッテリの寿命について
・ バッテリの寿命が近づくと、一般的に次のような症状がみられます。

・ バッテリ容量計の減りが著しく早くなる。
・ セル毎の比重のばらつきが 0.05 以上ある。
・ 補水の頻度が増す。
・ 充電中バッテリが通常より熱を持つ。
・ 電解液が著しく濁る。

※ バッテリの寿命は使用条件や使用環境、メンテナンス状態等で異なります。
また長期間バッテリを放置すると、バッテリの寿命を短くします。

８．本体のメンテナンス

8-1  各部の注油
・ 次の場所にグリースニップルが取付けてあります。50時間ごとにグリース
アップしてください。

部位 注油箇所数 カタログ番号
走行ペダル支点部 1 5-17
中立レバー支点部 1 5-17
ブレーキペダル支点部 1 5-17
ハンドルフレーム 1 2-8

リミットスイッチブラケット 1 11-19
前輪軸ヒシフランジユニット 2 2-47

排砂板アーム支点部 2
排砂板レバー支点部 1 15-24

15-24
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●安全装置ブレーキの調整

警告 ・ 安全装置ブレーキの調整は必ず平坦な場所で行ってください。
・ 安全装置ブレーキを解除したとき、ブレーキが引きずらない
ように調整してください。

・ 安全装置ブレーキを調整した後は、ロックナットを確実に締
めてください。

・ フックバネを取付けるときは、フックの向きに注意して下図
のように取付けてください。フックの向きを誤って取付ける
と、安全装置ブレ－キワイヤが外れる恐れがあります。

・  安全装置ブレーキの調整は、安全装置ブレーキワイヤのアジャスタボル
トを調整して行ってください。（１-２ ブレーキの点検参照）

●駐車ブレーキスイッチの調整

注意 ・ 駐車ブレーキスイッチは、駐車ブレーキをかけたとき、スイッ
チのストロークが６ｍｍ以下に調整してください。

・  駐車ブレーキをかけたとき駐車ブレーキスイッチが押され、カチッと音
がする位置に調整してください。

・ 駐車ブレーキスイッチが押されていると、
① 走行ペダルを踏んでも走行しません。
② シートを離れてもブザー（ピピピッという断続音）が鳴りません。

駐車ブレーキワイヤ

ブレーキレバー
ブレーキペダル

ロックナット

ロックナット
ミッション

アジャスタボルトアジャスタボルト

ブレーキペダル

駐車ブレーキスイッチ
駐車ブレーキをかけたとき
にスイッチが押され、カチ
ッと音がするように調整し
てください。

カチッ

6mm以下

安全装置ブレーキワイヤ

ブレーキレバー

ロックナット

アジャスタボルト

フックバネ

安全装置
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8-5  フィルタの清掃

警告 ・ 通気口への放水や高水圧での洗浄は絶対に止めてください。
ドライバカバー内部に水が侵入し、故障の原因となります。

・ 清掃後はフィルタを正しく取付けてください。誤って取付け
ますと内部に水や埃が侵入して故障の原因となります。

・ フィルタはドライバカバーの 2ヶ所
の通気口にあります。フィルタの清
掃はエアー等で行ってください。水
洗いした場合は、完全に乾かしてか
ら取付けてください。

8-6  ドライバカバー内の清掃

警告 ・ 清掃中、電気機器に水が掛からないようにしてください。故
障の原因となります。

・ 清掃後、ドライバカバーを正しく取付けてください。誤って
取付けると内部に水や埃が侵入して故障の原因となります。

・ ドライバカバー内の清掃は、水分、高圧エアー厳禁です。
・ 清掃の際は、特にドライバの基板上に砂ほこりがたまっていないか確認し
たまっているときは低圧エアーで吹飛ばしてください。また、ドライバの
冷却ファンに目詰まりがないか確認してください。 

フィルタ

8-7  ミッションオイルの交換
・ 注油口はミッションケース右側にあ
ります。

・ 廃油口はミッションケース底にあり
ます。

 第１回目  50 時間運転後
 第２回目  250 時間運転後
 油量  2 リットル
 指定オイル 自動車用

   ギヤオイル 90番

8-8  電気配線の点検

警告 ・ 電気配線の短絡は火災、漏電、電気機器の故障の原因となり
ます。端子の接続不良、配線・端子の損傷がある場合や、老
化して傷んだ配線は、すぐに交換修理を行ってください。

・ 電気系統のメンテナンスを行うときは、必ずバッテリのマイ
ナス配線を外してください。

注油口

ミッションケース右側面
廃油口
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● レーキ上昇・下降停止位置の調整方法
・ 調整前にレーキ固定金を緩め、レーキを上げたときに当たらない位置ま
で上げてください。また、調整後はレーキを上げ、レーキ固定金がレー
キに軽く当たる位置に調整してください。（２-３ レーキの調整参照）

・ 調整前にチェーンをねじらないように８コマ目を取付けてください。
 （２- ３ レーキの調整参照）
○ レーキ上昇停止位置の調整
・ レーキを上げたとき、ドライバカバーの後面と、レーキ吊アームのパ
イプが同一線上にくるように、ネジ付軸を回してリミットスイッチＡ
を調整してください。（下図参照）

カムB

カムA

カムAに押され て接点が開き、 
レーキの上昇が停止します。 

リミットスイッチB

ネジ付軸 レーキ吊アーム 

カチッ 

接点 （閉） 

接点 （開） 

リミットスイッチA

※レーキ上昇が停止したときの 
　リミットスイッチBの状態 

ドライバカバー 

8-9  レーキ上昇・下降停止位置の調整

注意 ・ レーキ昇降において、電動シリンダが伸び切るのと縮み切る
手前で、リミットスイッチにより電気を遮断し、電動シリン
ダの動きを停止させています。電動シリンダが伸び切ったり
縮み切った状態で電気を流しますと、トルクリミッターが働
きガリガリと音がします。この状態で長く使用すると電動シ
リンダの故障の原因となりますので、リミットスイッチは正
しく調整してください ｡

リミットスイッチＡ 電動シリンダリミットスイッチＢ
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警告 ・ 電気系統のメンテナンスを行うときは、必ずバッテリのマイ
ナス配線を外してから行ってください。

8-10  ヒューズの交換

注意 ・ ヒューズが切れた場合は、電気回路内で短絡が生じている可
能性があります。端子の接続不良、配線・端子の損傷、配線
の組間違え等、原因を調べてください。

・ フロントカバー内にヒューズホルダ
があります。（2箇所）。交換の際は、
指定のヒューズを使用してください。

ヒューズホルダ

指定ヒューズ ガラス管ヒューズ３０アンペア（φ６．４×３０ｍｍ）

カムBに押されて接点が開き、
レーキの下昇が停止します。

カチッ

接点 （閉）

接点 （開）

※レーキ下昇が停止したときの
　リミットスイッチAの状態

カムB

ネジ付軸

カムA

リミットスイッチA

リミットスイッチB

○ レーキ下降停止位置の調整
・ レーキを下げたとき、電動シリンダが伸びきる手前でリミットスイッチ
Ｂが押されるように、ネジ付軸を回して調整してください。（下図参照）

・ リミットスイッチＢが押された後でも、惰性で下降し、電動シリンダが伸
びきったところでガリガリ音がする場合がありますが、問題はありません。
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8-11  自走できなくなった場合のけん引について
・ 安全装置の作動（９．安全装置参照）等で、自走できなくなった場合、次の手
順でけん引や手押しにより移動できます。

● ミッションのブレーキレバーから
フックバネを外して駐車ブレーキを
解除してください。このときフック
バネを外すと、ブレーキ操作ができ
なくなり、車体がフリーラン（ニュー
トラル）状態になりますので、必ず
車止めをして行ってください。

注意 ・ けん引するときは十分注意して低速で行ってください。
・ 修理が完了したら、必ずブレーキレバーにフックバネを取付
けてください。

8-12  メンテナンススケジュール

※ドライバカバー内の清掃は２５０時間を目安に、エアー 
（エアー内の水分は厳禁）または乾いた布で行ってください。 

メンテナンススケジュール 

メンテナンス項目 

電解液の点検 
補水 

P21参照 
P21参照 
P19,20参照 
P21参照 
P22参照 
P25参照 
P23参照 

P11,12,23,24参照 
P25参照 
P25参照 

充電 

○ 

清掃 
交換 

ミッションオイル 
グリースアップ 
ブレーキワイヤ 
フィルタ 

ドライバカバー内※ 

○ … 点検、調整、補給、清掃 
● … 交換 

備考 
250 
時 
間 
毎 

50 
時 
間 
毎 

25 
時 
間 
毎 

毎 
日 

バ
ッ
テ
リ 

本
体 

○ 
○ 
○ 

● 
2年毎 

○ 
○ 

○ 
○ 

注意 ・上表にとらわれず、必要に応じて早めに実行してください。
・必要な工具は目的に合ったものを使用してください。

・ ドライバ台を開けるとヒューズがあります。溶断表示を確認し、交換の際は、
指定のヒューズを使用してください。

ドライバ台 
ＢＦ型ヒューズ３２５Ａ 

●：溶断後
○：溶断前
溶断表示

ＢＦ型ヒューズ３２５Ａ

ミッション 

フックバネ 

ブレーキレバー 

指定ヒューズ ＢＦ型ヒューズ３２５Ａ 
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●「HV・ＯＨ・ＯＬ・ＴＥ・ＥＥ・ＯＳ」が検出されたとき
・ ブザー（ピーッという連続音）で異常を告知すると共に、車体がフリーラ
ン状態になり、自動的にブレーキを引っ張ります。

2. 安全装置の作動の流れ

危険 ・ 車体がフリーラン状態になると大変危険です。万一安全装置
が故障したときのため、ブザーが鳴ったらただちにブレーキ
ペダルを踏んで停車し、電源をＯＦＦにするときは必ず駐車
ブレーキをかけてください。

●「ＬＶ」が検出されたとき
・ 通常 48 Ｖの制御電源入力電圧が、負荷により 36V 以下に降下すると、
その間ブザーが鳴り、バッテリ容量不足であることを警告します注1)。

 負荷がなくなると電圧が復帰し、ブザーが鳴り止みます注2)。警告状態が
30秒以上累積されると、ブザーで異常を告知すると共に、車体がフリー
ラン状態になり、自動的にブレーキを引っ張ります。

注 1）速やかに充電を行ってください。
注 2）バッテリは容量不足になるに従い、負荷による電圧降下量

が大きくなります。

〔走行制御停止〕
車体がフリーラン
状態になる

異常を
ブザーで告知

制御電源入力電
圧が３６Ｖ以下
になった

バッテリ
容量不足を
ブザーで警告

警告状態が３０秒
以上累積されると
「LV」が発生

自動的に
ブレーキを
引っ張る

〔走行制御停止〕
車体がフリーラン
状態になる

異常を
ブザーで告知

自動的に
ブレーキを
引っ張る

「ＨＶ・ＯＨ・ＯＬ・ＴＥ・
ＥＥ・ＯＳ」が発生

９．安全装置
・ 本機にはドライバ台の下に安全装置が装備されています。安全装置が作動
すると、自動的にブレーキワイヤが引っ張られ車体が停止します。

9-1  安全装置の作動について
1. 安全装置の作動条件
・ 安全装置は次のとき作動します。
① 走行の電気制御システム内で、下記の異常が検出されたとき

② 電源をＯＦＦにしたとき
③ 電源をＯＮにしたとき

ドライバ台
安全装置

ブレーキレバー

安全装置

ブレーキワイヤ

ミッション

ブレーキ

略号 名称 内容

ＬＶ 不足電圧 ・制御電源入力電圧が３６Ｖ以下の状態を３０秒累積した

ＨＶ 過電圧 ・制御電源入力電圧が７０Ｖ以上になった

ＯＨ 過熱 ・サーボドライバの冷却フィン部の温度が８０度以上になった
・モータ内部の温度が１３０度以上になった

ＯＬ 過負荷 ・モータに定格トルク以上の負荷が加わった

ＴＥ トランジスタ異常
・トランジスタに規定値以上の電流が流れた
・トランジスタの温度が規定値以上になった
・トランジスタ制御用の電源電圧が規定値以下になった

ＥＥ エンコーダ異常 ・モータからのエンコーダ信号に異常が起きた

ＯＳ 過速度 ・モータの回転速度が規定値以上になった
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●電源をOFFにしたとき
・ 車体がフリーラン状態になり、自動的にブレーキを引っ張ります。

●電源をＯＮにしたとき
・ 走行の電気制御システム内に異常がないとき、自動的にブレーキを解除
します。異常が検出されたときは、自動的にブレーキを解除しません。

電源ＯＮ

正常に制御開始
（ブザーは鳴り止む）

異常なし
自動的にブレーキを

解除する

制御を開始しない注３）

（ブザーは鳴り続ける）
異常が検出される

自動的にブレーキを
解除しない注３）

〔異常確認タイム〕
ブザーが短く鳴る

注３）電源をＯＮにしても自動的にブレーキが解除されないときは、
トラブルシューティングを参照してください。

〔走行制御停止〕
車体がフリーラン
状態になる

自動的に
ブレーキを
引っ張る

電源ＯＦＦ

9-2  安全装置の保護装置について
・ 安全装置の回路上に過電流が流れると、オーバーカレントリレー ( ＯＣＲ )
により電流を遮断し、安全装置回路を保護します。ＯＣＲが作動すると、
走行ペダルを踏んでも走行しなくなるとともに、ＯＣＲ作動ランプ（橙色）
が点灯します。

 この場合、安全装置のリミットスイッチの故障、調整不良等が考えられます。
「トラブルシューティング」に従ってください。

ＯＣＲ作動ランプ

安全装置

リミットスイッチＢ
リミットスイッチＡ

ボタンが飛び出す 

正常 OCR作動 

OCR
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１０．長期保管
10-1  本体
・ 本体をきれいに清掃し、各部の摺動部にグリースをさしてください。
・ タイヤの空気圧を標準よりやや高めにし、湿気から守るために板の上に乗
せてください。

・ 雨水、粉塵、直射日光をさけ、風通しの良い場所に保管してください。

10-2  バッテリ（７-６参照）
・ 長期保管をする前にバッテリを満充電しておいてください。
・ バッテリのマイナス配線を外してください。
・ 過放電にならないよう、３ヶ月毎に補充電してください。



32

１１．電気配線図
11-1  動力系電気配線図
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11-2  走行制御系電気配線図
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11-3  安全装置系電気配線図
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１2．トラブルシューティング

YES

NO

●本機が正常に作動しない場合
下記にしたがってください。

YES

NO

NO

NO

NO

YES

NO

YES

YES

YES

NO

NO

NO

NO

YES

YES
YES

YES

NO

NO

症状1：走行ペダルを踏んでも走行しない

赤色LED表示灯は
点灯していますか

（3-1参照）

OCR作動ランプは
点灯していますか

（9-2参照）

変速レバーはＮ（ニュ 「Ｌ」または「Ｈ」
に切換える（4-2参照）ートラル）になってい

ますか

駐車ブレーキはかか
っていますか

駐車ブレーキスイッチ
の調整は正常ですか

（8-4参照）

メインハーネスの
ヒューズまたは
BF型ヒューズが
切れていますか

（8-10参照）

安全装置の故障

キースイッチが「ON」
のとき、ドライバ上部の
LED表示灯を確認して
ください（Ｐ36参照）

消灯：LD8，9，10
点灯：LD12，13，14

DC-DCコンバ-タ「0V」
-「48V」間に48Vたっ
ていますか（P36参照）

DC-DCコンバータの 
・「＋12V」-「GND」間に ＋12V
・「－12V」-「GND」間に －12V
－12Vがたっていますか（Ｐ36参照）

関係する配線の断線
端子のゆるみ
コネクタの外れ等

DC-DCコンバ-タの故障

YES

消灯：LD 8，9，10
LD12，13，14

ドライバ「PC」-「NC」
間に48Vたっています
か（Ｐ36参照）

関係する配線の断線
端子のゆるみ
コネクタの外れ等

弊社または販売店
までご連絡ください

ドライバの「P」-「N」
間に48Vきていますか

（Ｐ36参照）

平坦な場所で変速レバーをN(ニュートラル)
にし、駐車ブレーキを解除してください。
走行ペダルを踏込んだとき、「端子A」-
「 DC-DCコンバータ・GND」間に、速度指
令信号の電圧が正常にきていますか

（Ｐ36参照）

リレーコンタクタの故障

安全装置基板から端子B
の間の電線の断線、
コネクタの外れ等

点灯：LD 8，9，10
LD12，13，14

リミットスイッチの
調整または交換

（P40参照）

安全装置基板の故障
交換

安全装置基板の故障

「P」・「N」に接続する配
線の断線、端子のゆるみ

平坦な場所で変速レバーをN(ニュートラル)
にし、駐車ブレーキを解除してください。
走行ペダルを踏込んだとき、「端子B」-
「DC-DCコンバータ・GND」間に、速度指
令信号の電圧が正常にきていますか

（Ｐ36参照）

関係する配線の断線、
コネクタの外れ等

アクセルR500の故障 
 

交換

駐車ブレーキスイッチの
調整不良、または故障
（8-4参照）

調整または交換
(8-4参照) 

修理または交換

安全装置基板の故障 交換

安全装置リミット
スイッチのコネクタ
の差し間違え 

安全装置基板の故障

安全装置に関する
配線の断線

交換

交換

YES

コネクタの差し替え
(P39参照)

修理または交換

修理または交換

修理または交換

交換

交換

修理または交換

交換

修理または交換

修理または交換

安全装置基板から
ＤＣ-ＤＣコンバータ間
の断線、端子の外れ等

駐車ブレーキスイッチ

駐車ブレーキを
解除する（4-4参照）

の調整(8-4参照)
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症状２：ブザーが鳴った  (9-1参照） 

NO

YES

YES

YES

YES

NO

YES

NO

NO

・電解コンデンサの交換 
・電線の修理または交換 
・ドライバの点検・修理 

NO

YES
ドライバ「P」・「N」と 
電解コンデンサ間の電 
線の断線、端子のゆる 
み、外れ等があります 
か（Ｐ38参照） 

ドライバの点検・修理 

交換 

CN1コネクタを正しく 
取り付けてください 

YES

NO

CN1コネクタが外れて 
いますか(P38参照)

弊社または販売代理店 
までご連絡ください 

安全装置基板の故障 

走行の電気制御システ 
ム内の異常（P38参照） 

消灯：LD 1･2･3･4･5･6･7･8･9･10
点灯：LD 12･13･14

LD 1･2･3･4･5･6･7
のどれかが点灯している 

消灯：LD 1･2･3･4･5･6･7
点灯：LD 8･9･10･12･13･14

すべてのLED表示灯が消灯している 
ドライバの制御基板内 
のヒューズが切れてい 
ますか(P38参照)

ドライバ「PC」・「NC」 
に接続する電線の断線、 
端子のゆるみ、外れ等 

（Ｐ38参照） 

NO

YES

電線の修理または交換 
OH（過熱）の可能性が 
あります。(Ｐ38参照) 
ブレーキの調整を行っ 
てください（8-4参照） 

OH（過熱）の可能性が 
あります。(Ｐ38参照) 
冷却ファンに異物等挟 
まっていないか確認し 
てください 

EE(エンコーダ異常）の 
可能性があります(P38
参照)エンコーダコネク 
タを正しく接続してく 
ださい 

OH（過熱）の可能性が 
あります。(Ｐ38参照) 
フィルタの清掃を行 
ってください(8-5参照)

EE(エンコーダ異常）の 
可能性があります(P38
参照)エンコーダケーブ 
ルを交換してください 

キースイッチをONにした状態 
で、ドライバカバーを開け、ド 
ライバ上部のLED表示灯を確認 
してください。（Ｐ38） 

弊社または販売代理店 
までご連絡ください 

キースイッチをONに 
したとき、ブザーが鳴 
り続けますか 

エンコーダコネクタ 
が正しく接続されてい 
ますか 

 

ドライバカバーのフ 
ィルタに目詰まりが 
ありますか 

ブレーキを引きずって 
いますか 

ドライバの冷却ファン 
が回っていますか  
（Ｐ38参照）  

エンコーダケーブル 
が断線、または短絡し 
ていますか 

YES

NO

NO
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（９-１参照） 
・走行の電気制御システム内で異常が検出されると、ブザーで告知す 
るとともに、異常内容をドライバ上部の赤色LEDで表示します。 

● 走行の電気制御システム内の異常について 
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コネクタを付替え、OCRの  
作動を解除してください 

（下図参照） 

リミットスイッチＢを調 
整、または交換し、OCRの
作動を解除してください 

（Ｐ40参照）  

交換 

交換 

リミットスイッチＡを調 
整、または交換しOCRの 
作動を解除してください 

（Ｐ40参照）  

コネクタを付替え、OCRの  
作動を解除してください 

（下図参照） 

リミットスイッチＢの調整 
不良または故障（Ｐ40参照） 

リミットスイッチA、Bの 
コネクタが逆に付いている 

（下図参照） 

リミットスイッチＡの調整 
不良または故障（Ｐ40参照） 

安全装置基板の故障 

リミットスイッチA、Bの 
コネクタが逆に付いている 

（下図参照） 

安全装置基板の故障 

症状３：安全装置が動かない (9参照） 

キースイッチをＯＮにした 
とき、ＯＣＲ作動ランプが 
点灯しますか（9-2参照） 

安全装置に関係する配線の 
断線、コネクタの外れ等は 
ありますか 

安全装置基板が故障してい 
ますか 

ドライバ上部のLED表示 
灯を確認してください 
（P35「現象１：走行ペダル 
を踏んでも走行しない」参照） 

NO

NO

安全装置のリミットスイッ 
チが調整不良または故障し 
ていますか（P40参照） 

NO

NO

安全装置のカバーを開け、 
カム板の状態を確認してく  
ださい（P40参照） 

修理または交換 

交換 

リミットスイッチを調整ま 
たは交換（P40参照） 

カム板が、Ｐ40図の①の 
ようにストッパに当たっ 
て停止している 

カム板が、Ｐ40図の②の 
ようにストッパに当たっ 
て停止している 

YE S

YE S

YE S

YE S
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● 安全装置のリミットスイッチの調整不良・故障の対処 
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●ドライバ台下のセーフティスイッチの調整 症状４：レーキが昇降しない 

ドライバ台が正しく収ま 
っていますか（右図参照） 

ドライバ台下のセーフテ 
ィスイッチが正しく調整 
されていますか（右図参照） 

電動シリンダハーネスのヒ 
ューズが切れていますか 

リレーコンタクタの故障 

レーキ昇降スイッチ 
の故障 

電動シリンダの故障 

調整または交換 

修理または交換 

修理または交換 

交換 

症状５：電動シリンダ （カタログ番号9-37） からガリガリ音がする 

ネジ付軸の調整 
（8-9参照） 

NO

NO

レーキ昇降のリミットス 
イッチが正しく調整され 
ていますか(8-9参照)

レーキを上げたとき、レ 
ーキ固定金にレーキが強 
く当たって止まっていま 
すか（2-3参照） 

リミットスイッチの故障 

電動シリンダの故障 

レーキ固定金またはチェ 
ンの調整不良 

交換 

レーキ固定金またはチェ 
ンの調整（2-3参照） 

交換 

NO

NO

YES

YES

YES

YES

（8-10参照） 

（5-1参照） 
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M E N O
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☆部品注文について
本パーツ表の部品は電算機にて管理しておりますが、誤送の原因ともなりますので、
部品注文の際は必ずカタログ番号、コード番号、部品名称でご注文ください．

（例） カタログ番号 コ ー ド 番 号 部 品 名 称 個数
             1 － 2 Ｋ０１０００８０００２ 8 ナット 22
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１．フレーム部 SP160EA
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１．フレーム部 SP160EA

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

1 － 1 Ｋ１７０００００３００ サドルＸＢ－１５０　ＮCスイッチ付Ａｓｓ ' ｙ 1
1 － 2 Ｋ０１０００８０００２ ８ナット 20
1 － 3 Ｋ５００００８０００２ ８ワッシャー 25
1 － 4 Ｋ０２０００８０００２ ８Ｓワッシャー 20
1 － 5 Ｋ０００００８０２０２ ８ボルト２０ 2
1 － 6 ＳＰ１６０ＥＡ０１１０ＺＤ シート台留メ金 1
1 － 7 Ｋ１０３００００１０８ １. ２Ｕフックバネ９. ４３５ 1
1 － 8 Ｋ１７０１０００１４０ シートスイッチＮＣ 1
1 － 9 Ｋ１７０１００００５０ ＸＢ－１８０スライドレール 1
1 － 10 K １３０１０００１９０ ハンドル 1
1 － 11 ＳＰ１６０ＥＡ０１０６Ｚ０ 3板ゴム 2230 3
1 － 12 Ｋ００４２０５０１５２ 5＋丸小ネジ 15 2
1 － 13 Ｋ０９００３００３８０ 膜付グロメットＣ３０ＳＧ３８Ａ 6
1 － 14 ＳＰ１６０Ｅ－０１０７ＺＲ ステップ 2
1 － 15 ＳＰ１６０ＥＡ０１２２Ｚ０ ステップシート 2
1 － 16 ＳＰ１６０ＥＡ０１２０Ｚ０ ステップシート左 1
1 － 17 ＳＰ１６０ＥＡ０１２１Ｚ０ ステップシート右 1
1 － 18 ＳＰ１６０Ｅ－３１０４ＺＤ バッテリー押エ 2
1 － 19 ＳＰ１６０Ｅ－０１０６Ｚ０ 板ゴム 2
1 － 20 ＳＰ１６０Ｅ－０１０５ＺＤ 取付金 4
1 － 21
1 － 22 Ｋ０２０００５０００２ ５Sワッシャー 4
1 － 23 K ０１０００５０００２ 5ナット 2
1 － 24 Ｋ１５１０００００５０ マグネットキャッチ小 2
1 － 25 Ｋ００４２０３０１０２ ３＋丸小ネジ１０ 4
1 － 26 Ｋ０２０００３０００２ ３Ｓワッシャー 4
1 － 27 ＳＰ１６０Ｅ－０１１３ＺＲ Ｌ字金 2
1 － 28 Ｋ０００００６０１０２ ６ボルト１０ 6
1 － 29 Ｋ０２０００６０００２ ６Ｓワッシャー 12
1 － 30 Ｋ４０３９０００１００ ゴムストッパー 1
1 － 31
1 － 32 Ｋ１００００００８５Ｄ ４. ５圧縮バネ３４. ５５０ 1
1 － 33 Ｋ０００００６０１５２ ６ボルト１５ 6
1 － 34 Ｋ０４００００８００２ ストップリングＥ８ 2
1 － 35 Ｋ５０００１００００２ １０ワッシャー 2

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

1 － 36 ＳＰ１６０Ｅ－０１３１Ｚ０ 切替表示ラベル 1
1 － 37 ＳＰ１６０ＥＡ０１０７Ｚ２ 支点ボルト 1
1 － 38 ＳＰ１６０Ｅ－０１０９ＺＲ リミットＳＷ取付金 1
1 － 39 Ｋ５００００６０００２ ６ワッシャー 2
1 － 40
1 － 41 ＳＰ１６０ＥＡ０１０２ＺＲ ドライバー台 1
1 － 42 ＳＰ１６０Ｅ－０１１４Ｚ０ ゴムスポンジ１５０－１５ 1
1 － 43 ＳＰ１６０Ｅ－０１１６Ｚ０ ゴムスポンジ２３５－１５ 1
1 － 44 ＳＰ１６０Ｅ－０１１５Ｚ０ ゴムスポンジ２２０－１５ 1
1 － 45 ＳＰ１６０Ｅ－０１１７Ｚ０ ゴムスポンジ３４５－１５ 1
1 － 46 ＳＰ１６０Ｅ－０１１９Ｚ０ ゴムスポンジ５５５－１５ 1
1 － 47 ＳＰ１６０ＥＡ０１１１Ｚ０ ドライバー台Ａｓｓ’ ｙ 1
1 － 48 ＳＰ１６０ＥＡ０１１８Ｚ０ ゴムスポンジ４００－１５ 1
1 － 49 Ｋ０００００８０２５２ ８ボルト２５ 1
1 － 50
1 － 51 ＳＰ１６０Ｅ－０１１１ＺＲ ホーキホルダー 1
1 － 52 Ｋ０１０００６０００２ ６ナット 8
1 － 53 ＳＰ１７５－－０１１５Ｚ０ ２板ゴム２０８０ 2
1 － 54 ＳＰ１６０Ｅ－０１１２Ｚ２ 固定バンド 2
1 － 55 ＳＰ１６０Ｅ－３１２３Ｚ０ ホーキパイプ 1
1 － 56 ＳＰ１６０ＥＡ０１０４ＺＲ ハーネス固定板上 1
1 － 57 ＳＰ１６０ＥＡ０１０５ＺＲ ハーネス固定板下 1
1 － 58 ＳＰ１６０ＥＡ０１１４Ｚ０ 防塵ゴム小 6
1 － 59 Ｋ５０１１００８１８２ １ＳＰＣＣ座金８１８ 0～3
1 － 60 Ｋ１７０００００２３０ サドルＸＢ－１５０ 1
1 － 61 ＳＰ１６０ＥＡ０１０３ＺＤ シート台 1
1 － 62 ＳＰ１６０Ｅ－３１０８Ｚ２ シート台支点軸 1
1 － 63 ＳＰ１６０ＥＡ０１４０Ｚ０ メインフレームＡｓｓ ' ｙ 1
1 － 64 ＳＰ１６０Ｅ－３１２４Ｚ０ 防護ゴム 1
1 － 65 ＳＰ１６０Ｅ－３１２５Ｚ０ 防護ゴム 2
1 － 66 ＳＰ１６０Ｅ－３３４２Ａ０ 警告ブザーラベル 1
1 － 67 ＳＰ１６０ＥＡ０１１５Ｚ０ 防塵ゴム大 6
1 － 68 ＳＰ１６０ＥＡ０１１２Ｚ０ ハーネス固定板上Ａｓｓ’ ｙ 1
1 － 69 ＳＰ１６０ＥＡ０１１３Ｚ０ ハーネス固定板下Ａｓｓ’ ｙ 1
1 － 70 Ｋ０００００８０１５２ ８ボルト１５ 10
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２．前輪部 SP160EA
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２．前輪部 SP160EA

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

2 － 1 Ｋ０１０８１２０００２ １２ナット３Ｐ１. ２５ 1
2 － 2 Ｋ０２００１２０００２ １２Ｓワッシャー 5
2 － 3 Ｋ５０００１２０００２ １２ワッシャー 1
2 － 4 Ｋ１７１０００００７０ ステアリングノブ付Ｖ２０７２２０－００００ 1
2 － 5 Ｋ５０５１０１８３００ １Ｃ５１９１Ｐ座金１８３０ 1
2 － 6 Ｋ０７２１８１５０００ ニードルＴＡ１８１５Ｚ 2
2 － 7 ＳＰ１６０ＥＡ０２０４ＺＤ ハンドルフレーム 1
2 － 8 Ｋ１４４０００００１０ グリスニップル 1
2 － 9 Ｋ４９８０００１０００ φ１．２ステンレス針金１００ 2
2 － 10 Ｋ００００１２０６０２ １２ボルト６０ 1
2 － 11 Ｋ０１００１００００２ １０ナット 6
2 － 12 ＳＰ１６０ＥＡ０２０３Ｚ０ ハンドルシャフト 1
2 － 13 Ｋ０３２４０６０３２１ ６スパイラルピン３２ 2
2 － 14 Ｋ１６２０００００８０ ジョイントＨＪ－ＲＲ－００１２ 1
2 － 15 Ｋ０４０２０４２００１ ストップリングＲ４２ 2
2 － 16 Ｋ０６１２０６００４０ ベアリング６００４２ＲＤ 2
2 － 17 Ｋ１７１０００００９０ ノブＡｓｓ ' ｙＶ０２７２２０－０２００ 1
2 － 18 Ｋ０５００４０４２００ ４両丸キー４２０ 1
2 － 19 Ｋ２００００００１９０ タイヤ２１×１１. ００－１０－Ａｓｓ ' ｙ 1
2 － 20 Ｋ２０９３００００１０ バルブキャップ 1
2 － 21 Ｋ２０９２００００２０ バルブコアＮｏ . ９０００ 1
2 － 22 Ｋ２０９７００００４０ リムバルブＰＶＲ７０ 1
2 － 23 Ｋ０００００８０１５２ ８ボルト１５ 10
2 － 24 Ｋ２０９００００１９Ｌ ホイール８５０ＳＰ－１０バルブ孔付 1
2 － 25 Ｋ２００１００００９０ タイヤ２１×１１. ００－１０ＰＤ２ 1
2 － 26 Ｋ２０９５００００２０ パッキンＦ - １０Ｐ - Ｅ 1
2 － 27 Ｋ２０９００００１８Ｌ ホイール８５０ＳＰ－１０ 1
2 － 28 Ｋ０２０００８０００２ ８Ｓワッシャー 10
2 － 29 Ｋ０１０００８０００２ ８ナット 14
2 － 30 Ｋ００１１１２０２５２ １２調質ボルト２５Ｐ１. ５ 4
2 － 31
2 － 32 Ｋ１７１０００００８０ ステアリングＶ０２７２２０－０１０１ 1
2 － 33 Ｋ５０１１０１６２２２ １ＳＰＣＣ座金１６２２ 2
2 － 34 ＡＭ１６５－－０２０６Ｚ０ ９. ５２５スプロケット１１ 1
2 － 35

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

2 － 36 Ｋ１３００００００７０ ９握り黒２２ 1
2 － 37 ＳＰ１６０ＥＡ０２０６ＺＤ チルトレバー 1
2 － 38 Ｋ１４４０００００３０ Ｂ形グリスニップル 1
2 － 39 Ｋ０２１３１２０００２ １２さらばね座金１Ｈ 1
2 － 40 Ｋ５０７３２１２３５２ ３. ２ＳＰＨＣ座金１２３５ 1
2 － 41 ＳＰ１６０ＥＡ０２０１ＺＲ 前輪軸受カバー 1
2 － 42 Ｋ００００１００２０２ １０ボルト２０ 1
2 － 43 Ｋ０６１２０６００６０ ベアリング６００６２ＲＤ 1
2 － 44 Ｋ００２３０８０１５１ ８ホーローセット１５ 2
2 － 45 Ｋ１３１００００１３０ ゴムキャップ 1
2 － 46 ＡＭ１６５－－０２１３ＡＤ 前輪ブラケット 2
2 － 47 Ｋ０６６１２０４０１０ ヒシフランジユニットＵＣＦＬ２０４Ｌ２ 2
2 － 48 Ｋ５０１２３０８２４２ ２. ３ＳＰＣＣ座金８２４ 2
2 － 49 Ｋ００００１００３５２ １０ボルト３５ 4
2 － 50 Ｋ５０００１００００２ １０ワッシャー 6
2 － 51 Ｋ０２００１００００２ １０Ｓワッシャー 18
2 － 52 ＳＰ１６０Ｅ－３２０７Ｚ２ 前輪軸 1
2 － 53 ＳＰ１６０Ｅ－０２０２ＺＤ 前輪アーム 1
2 － 54 ＳＰ１６０Ｅ－０２０１ＡＤ チェーンホイール 1
2 － 55 Ｋ２２１００００４３０ ＥＫ３５ＮＥＷチェン７１ＪＪ 1
2 － 56 Ｋ６１２２０００１４２ ８調節ネジ６５ 2
2 － 57 Ｋ４２０９００１１８０ 前輪マーク 1
2 － 58 Ｋ００１０１００２０２ １０調質ボルト２０ 3
2 － 59 ＡＭ１６５－－０２０３Ｚ２ スラストベアリング受金 1
2 － 60 Ｋ０８８００４８０００ ＯリングＰ４８ 1
2 － 61 Ｋ０６４０５１２０６０ スラストベアリング５１２０６ 1
2 － 62 Ｋ５０１１０４０５２２ １ＳＰＣＣ座金４０５２ 1
2 － 63 Ｋ０６０００６９０６０ ベアリング６９０６ 1
2 － 64 Ｋ０２１０１００００２ １０さらばねＬ 1
2 － 65 Ｋ０１２４１００００２ １０みぞ付ナット低 1
2 － 66 Ｋ０３０２０２５２５０ ２．５ステンレス割ピン２５ 1
2 － 67 ＳＰ１６０Ｅ－３２０５Ｚ０ ステアギア軸 1
2 － 68
2 － 69 Ｋ００００１００２５２ １０ボルト２５ 10



49
３．カバー部Ａ SP160EA



50

３．カバー部Ａ SP160EA

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

3 － 1 ＳＰ１６０ＥＡ０３２６Ｚ０ ＦカバーＣＯＭＰ 1
3 － 2 ＳＰ１６０ＥＡ０３０５Ｚ０ フロントステッカー 1
3 － 3 ＳＰ１６０ＥＡ０３３３Ｚ０ 操作ラベル 1
3 － 4 ＳＰ１６０Ｅ－０３１１ＺＲ Ｆカバー 1
3 － 5 Ｋ００７１００１０８２ 止メボルト 4
3 － 6 Ｋ０２０００６０００２ ６Ｓワッシャー 18
3 － 7 Ｋ０１０００６０００２ ６ナット 4
3 － 8 ＳＰ１６０ＥＡ０３２５Ｚ０ ＦパネルＣＯＭＰ 1
3 － 9 Ｋ５００００６０００２ 6ワッシャー 4
3 － 10 Ｋ０００００６０１５２ 6ボルト１５ 12
3 － 11 ＳＰ１６０ＥＡ０３０６ＺＲ バッテリー側板右 1
3 － 12 Ｋ１５１０００００５０ マグネットキャッチ小 3
3 － 13 Ｋ０２０００３０００２ ３Ｓワッシャー 6
3 － 14 Ｋ００４２０３００５２ ３＋丸小ネジ５ 6
3 － 15 Ｋ０００００６０１０２ ６ボルト１０ 2
3 － 16 Ｋ５０１２３０６１６２ ２．３ＳＰＣＣ座金６１６ 8
3 － 17 ＳＰ１６０Ｅ－０３２４Ｚ０ Ｆサイドカバー左ＣＯＭＰ 1
3 － 18 ＳＰ１６０ＥＡ０３０２ＺＲ 下カバー 1
3 － 19 ＳＰ１６０Ｅ－０３０８ＺＲ Ｆサイドカバー右 1
3 － 20 ＳＰ１６０ＥＡ０３０７ＺＲ バッテリー側板左 1
3 － 21 ＳＰ１６０Ｅ－３３４０Ｚ０ 防塵ゴム 1
3 － 22 ＳＰ１６０Ｅ－３１３０Ｚ０ バッテリー容量計ラベル 1
3 － 23 ＳＰ１６０Ｅ－３３３２Ｚ０ 駐車ラベル 1

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考
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４．カバー部Ｂ SP160EA

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

4 － 1 ＳＰ１６０Ｅ－３３２２Ｚ０ バッテリーカバー右Ａｓｓ ' ｙ 1
4 － 2 ＳＰ１６０Ｅ－０３３１Ｚ０ バッテリー危険ラベル 1
4 － 3 Ｋ１３０１０００１６０ ハンドル 2
4 － 4 Ｋ００４２０６０１５２ ６＋丸小ネジ１５ 4
4 － 5 Ｋ０１０００６０００２ ６ナット 6
4 － 6 Ｋ０２０００６０００２ ６Ｓワッシャー 14
4 － 7 Ｋ５００００６０００２ ６ワッシャー 6
4 － 8 ＳＰ１６０ＥＡ０３０４ＺＲ リヤサイドカバー右 1
4 － 9 Ｋ００４４０４０１０２ ４＋丸小ネジ１０ＳＷ 8
4 － 10 Ｋ００７１００１０８２ 止メボルト 2
4 － 11 ＳＰ１６０ＥＡ０３０３ＺＲ リヤサイドカバー左 1
4 － 12 ＳＰ１６０ＥＡ０３１２ＺＲ 後カバー 1
4 － 13 ＳＰ１６０ＥＡ０３０８Ｚ０ リヤステッカー 1
4 － 14 ＳＰ１６０Ｅ－０３３７Ｚ０ 水掛ケ禁止ラベル 2
4 － 15 ＳＰ１６０Ｅ－０３３４Ａ０ メンテナンススケジュール 1
4 － 16 ＳＰ１６０Ｅ－０３１５Ｚ０ 吸込口用フィルタ 1
4 － 17 ＳＰ１６０ＥＡ０３１４Ｚ０ 吐出口用フィルタ 1
4 － 18 ＳＰ１６０ＥＡ０３３６Ｚ０ バッテリーメンテラベル 1
4 － 19
4 － 20 ＳＰ１６０ＥＡ０３２３Ｚ０ バッテリーカバー左Ａｓｓ ' ｙ 1
4 － 21 ＳＰ１６０ＥＡ０３３９Ｚ０ バッテリーカバー下ＣＯＭＰ 1
4 － 22 Ｋ 0１４９０６０２０２ ６－１０高ナット２０ 8
4 － 23 Ｋ５０１２３０６１６２ ２．３ＳＰＣＣ座金６１６ 8
4 － 24 ＳＰ１６０ＥＡ０３４３ＺＲ ダクトカバー 1
4 － 25 Ｋ００４２０４０１０２ ４＋丸小ネジ１０ 4
4 － 26 ＳＰ１６０Ｅ－３３０６ＺＲ バッテリーカバー左上 1
4 － 27 ＳＰ１６０Ｅ－３３０７ＺＲ バッテリーカバー右上 1
4 － 28 ＳＰ１６０Ｅ－３３４１Ｚ０ 防塵ゴム 2
4 － 29 ＳＰ１６０Ｅ－３３３８Ｚ０ バッテリーカバー下ＣＯＭＰ 1
4 － 30 Ｋ０２０００４０００２ ４Ｓワッシャー 4
4 － 31 Ｋ５００００４０００２ ４ワッシャー 4
4 － 32 Ｋ３１９７００１６００ 黒トリム小 1
4 － 33 Ｋ１５２０００００９０ ゴムキャッチ小 2
4 － 34 Ｋ６０３００６０３５２ ６平頭ピン３５ 2
4 － 35 Ｋ０３０００１６１６２ １．６割ピン１６ 2

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

4 － 36 Ｋ５２０００００１０２ ゴムキャッチ止め金 2
4 － 37 Ｋ０００００８０１５２ ８ボルト１５ 2
4 － 38 Ｋ０２０００８０００２ ８Ｓワッシャー 4
4 － 39 Ｋ０１０００８０００２ ８ナット 4
4 － 40 Ｋ５０１２３０８２４２ ２．３ＳＰＣＣ座金８２４ 4
4 － 41 Ｋ５２７０００２３５２ ゴムキャッチ受け 2
4 － 42 Ｋ０００００８０２５２ ８ボルト２５ 2
4 － 43 Ｋ５０１２３０８２６２ ２．３ＳＰＣＣ座金８２６ 6
4 － 44 ＳＰ１６０ＥＡ０３２０Ｚ０ ドライバーカバーＣＯＭＰ 1
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５．走行部 SP160EA

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

5 － 1 Ｋ０１０５１００００２ １０ナット３Ｐ１. ２５ 1
5 － 2 ＳＰ１６０Ｅ－０４０５Ｚ２ 取付金 1
5 － 3 Ｋ０２０００８０００２ ８Ｓワッシャー 5
5 － 4 Ｋ０１０００８０００２ ８ナット 7
5 － 5
5 － 6 Ｋ１６０１０８００Ｌ０ ピローボールロッドエンドＰＨＳ８ＬＡ 1
5 － 7 Ｋ０１８００８０００２ ８左ネジナット 1
5 － 8 Ｋ６０８４０００１２２ Ｍ８調節ネジ 1
5 － 9 Ｋ１６０４０８００００ エルボールＬＨＳＡ８ 1
5 － 10 ＳＰ１６０ＥＡ０４０２ＺＤ 走行ペダル支点板 1
5 － 11 Ｋ０６０８００６０７０ ベアリング６０７２ＲＳ 1
5 － 12 Ｋ５００００６０００２ ６ワッシャー 2
5 － 13 Ｋ０２０００６０００２ ６Ｓワッシャー 1
5 － 14 Ｋ０１０００６０００２ ６ナット 2
5 － 15 Ｋ０４０００１２００２ ストップリングＥ１２ 2
5 － 16 Ｋ５０５１０１６２４０ １Ｃ５１９１Ｐ座金１６２４ 2
5 － 17 Ｋ１４４０００００２０ Ｃ型グリスニップル 3
5 － 18 Ｋ００５６０８０３００ ８ステンレストラス小ねじ３０ 1
5 － 19 Ｋ０００００８０３０２ ８ボルト３０ 2
5 － 20 ＳＰ１６０ＥＡ０４０３Ｚ０ ペダルシート大 1
5 － 21 ＳＰ１６０ＥＡ０４０４Ｚ０ ペダルシート小 1
5 － 22 Ｋ３３８０００００３０ ダンパ 1
5 － 23 Ｋ０４００００９００２ ストップリングＥ９ 1
5 － 24 Ｋ５０１１０１２２０２ １ＳＰＣＣ座金１２２０ 1
5 － 25 ＳＰ１６０Ｅ－０４０８Ｚ２ 中立レバー 1
5 － 26 Ｋ００５６０８０２００ ８ステンレストラス小ネジ２０ 1
5 － 27 Ｋ０３０００２０２０２ ２割ピン２０ 2
5 － 28 Ｋ５００００８０００２ ８ワッシャー 4
5 － 29 Ｋ６０３１０８０２２２ ８焼入平頭ピン２２ 2
5 － 30 Ｋ７３０３０００２３２ スプリング調節金 1
5 － 31 Ｋ５０００１００００２ １０ワッシャー 7
5 － 32 Ｋ１０００００００７８ ３. ５圧縮バネ１７. ５６０ 1
5 － 33 Ｋ０１００１００００２ １０ナット 2
5 － 34 Ｋ０００００６０２０２ ６ボルト２０ 1
5 － 35

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

5 － 36 Ｋ０００００８０２５２ ８ボルト２５ 3
5 － 37 ＳＰ１６０Ｅ－３４０６Ｚ２ ワイヤー受ケ金 1
5 － 38 Ｋ１０３０００００１Ｄ ２. ９Ｕフックバネ１５６４. ２ 1
5 － 39 ＳＰ０５－－－０２３０ＺＤ ブレーキペダル 1
5 － 40 ＳＰ１６０Ｅ－３４０３ＺＤ ロック金 1
5 － 41 ＳＰ０５－－－０２２８ＺＤ ブレーキ支点金 1
5 － 42 ＳＰ１６０Ｅ－３４１１Ｚ２ ８軸７８ 1
5 － 43 ＳＰ１６０Ｅ－３４１２Ｚ０ ペダルシート 1
5 － 44 Ｋ１１２０１５７５１０ ブレーキワイヤー１５７５ 1
5 － 45 Ｋ４０５０００００５０ ペダルゴム７０１００ 1
5 － 46 Ｋ１０３００００１０８ １. ２Ｕフックバネ９. ４３５ 1
5 － 47 Ｋ１０３０００００４８ ２Ｕフックバネ１４８０ 1
5 － 48 Ｋ０４００００６００２ ストップリングＥ６ 2
5 － 49 Ｋ０３４０８００００２ ８抜け止め付スナップピン 1
5 － 50 ＳＰ１６０ＥＡ０４０１ＺＤ 走行ペダル 1
5 － 51 Ｋ００００１００２０２ １０ボルト２０ 5
5 － 52 Ｋ０２００１００００２ １０Ｓワッシャー 5
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６．ミッション部Ａ SP160EA

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

6 － 1 Ｋ００１１１２０２５２ １２調質ボルト２５Ｐ１．５ 8
6 － 2 Ｋ０２００１２０００２ １２Ｓワッシャー 8
6 － 3 Ｋ２０４００００３９０ タイヤＣ８２８－２２×１１．００－８Ａｙ－Ｒ 1
6 － 4 Ｋ２０４１０００２１０ タイヤＣ８２８－２２×１１．００－８ 2
6 － 5 Ｋ２０９３００００１０ バルブキャップ 2
6 － 6 Ｋ２０９２００００２０ バルブコアＮｏ．９０００ 2
6 － 7 Ｋ２０９７００００４０ リムバルブＰＶＲ７０ 2
6 － 8 Ｋ０００００８０１５２ ８ボルト１５ 12
6 － 9 Ｋ２０９００００５９Ｌ ホイール８．５０ＳＰ－８バルブ孔付 2
6 － 10 Ｋ２０９５００００１０ パッキンＦ－８Ｐ－Ｄ 2
6 － 11 Ｋ２０９００００５８Ｌ ホイール８．５０ＳＰ－８ 2
6 － 12 Ｋ０２０００８０００２ ８Ｓワッシャー 14
6 － 13 Ｋ０１０００８０００２ ８ナット 15
6 － 14 Ｋ０１６０００００４２ ２０特殊ナットＰ１．５ 2
6 － 15 Ｋ０２００２００００２ ２０Ｓワッシャー 2
6 － 16 Ｋ５０７３２２０４０２ ３．２ＳＰＨＣ座金２０４０ 2
6 － 17 Ｋ７１４８０００１６２ 後輪ホイール取付座 2
6 － 18 Ｋ０５００７０７６３０ ７両丸キー７６３ 2
6 － 19 Ｋ２７０００００３１０ 富士ミッションＭＣ８１ＭＡ０１ＵＮＩＴ 1
6 － 20 Ｋ００１０１００６０２ １０調質ボルト６０ 4
6 － 21 Ｋ２０４００００５６０ タイヤＣ８２８－２２×１１．００－８Ａｙ－Ｌ 1
6 － 22 Ｋ０２００１００００２ １０Ｓワッシャー 5
6 － 23 Ｋ０１００１００００２ １０ナット 5
6 － 24 Ｋ０００３１０１１０２ １０ボルト１１０ 1
6 － 25 Ｋ５００００８０００２ ８ワッシャー 1
6 － 26 Ｋ０００００８０２０２ ８ボルト２０ 2
6 － 27 Ｋ４２８１００００３０ １０．５ハーネスクランプ５０ 1
6 － 28 Ｋ０３２００４０２０１ ４スプリングピン２０ 1
6 － 29 ＳＰ１６０Ｅ－０５０４Ｚ２ 中間レバー 1
6 － 30 Ｋ１６０４０８００００ エルボールＬＨＳＡ８ 1
6 － 31 Ｋ００７２０００２１２ Ｍ８ネジシャフト４０ 1
6 － 32 Ｋ０３２００６０２５１ ６スプリングピン２５ 1
6 － 33 ＳＰ１６０Ｅ－０５０３Ｚ２ 切替レバー 1
6 － 34 Ｋ１６０１０８００００ ピローボールロッドエンドＰＨＳ８ 1
6 － 35 Ｋ１０３０００００６８ １．５Ｕフックバネ８．５３５．５ 1

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

6 － 36 Ｋ１３００００００４０ ９握り黒３５. ５ 1
6 － 37 ＳＰ１６０ＥＡ０５０１ＺＤ ミッション切替レバー 1
6 － 38 ＳＰ１６０Ｅ－３５０２ＺＤ ミッション切替レバー支点金 1
6 － 39 Ｋ０１４４０８０００２ ８Ｕナット 1
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７．ミッション部B SP160EA

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

7 － 1 ２１０４－４１９００１ オイルシール３５７２１３ 2
7 － 2 ２１０１－４１０２０９ ７２トメワＲ 2
7 － 3 ０５１０－６２０７００ ボールＢＲＧ 2
7 － 4 ２３１０－６２２３１２ シャジクケースＲ　ＣＯＭＰ 1
7 － 5 ０１５７－１０１６００ １０フランジボルト 4
7 － 6 ２１５３－４０７３０７ ＰＫシャジクケース 2
7 － 7 ２１１１－８１３２３４ ケースＲ 1
7 － 8 ２１５５－４０１７０９ ノックパイプ 2
7 － 9 ２１０１－４３２５０６ フランジナット８ 10
7 － 10 ２１５３－４２１２１３ ＰＫスペーサー 1
7 － 11 ２３１０－６２９９０４ モータトリツケザ 1
7 － 12 ２１０１－４３０６０１ シールフランジボルト８－２０ 4
7 － 13 ２３４０－４０６９０６ ジクＣＨ　ＣＯＭＰ 1
7 － 14 ２１０３－４０８４０８ カラー１５２５２７ 1
7 － 15 ２１５３－４００１００ ＰＫブラケットＣＨ 1
7 － 16 ２１４４－６０１００２ ブラケットＣＨ 1
7 － 17 ２１０４－４００１０４ オイルシール１５２４４ 1
7 － 18 ２１０１－４０４５０１ ナベコネジ６－８ 2
7 － 19 ０１５７－０８０１８０ ８フランジボルト 2
7 － 20 ２１５３－７００５０９ ＰＫケース 1
7 － 21 ２１１１－８０２０８１ ケースＬ 1
7 － 22 ２１５３－４０４８０１ ＰＫチュウユコウ 1
7 － 23 ２１５７－４０１９０５ チュウユコウ 1
7 － 24 ２１０５－４０４００２ プラグＧ２０ 1
7 － 25 ０２１０－０６０１２０ ６ナベコネジ 2
7 － 26 ０１５７－０８０９００ ８フランジボルト 4
7 － 27 ０１５７－０８１１５０ ８フランジボルト 3
7 － 28 ２１０５－４００１０３ プラグ８ 3
7 － 29 ２１０５－４００２０２ ガスケット８ 1
7 － 30 ２１０５－４００８０６ プラグ１４ 1
7 － 31 ２１０５－４００９０５ ガスケット１４ 1
7 － 32 ２３１０－６２２２１３ シャジクケースＬ　ＣＯＭＰ 1
7 － 33 ２１０１－４１７９０１ フランジナット１０ 4
7 － 34 ０１７７－０８０５０３ ８スタッド 3
7 － 35 ２１５３－４０７０００ ＰＫブレーキ 1

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

7 － 36 ２１１４－４０１００９ ホルダーＢＫ 1
7 － 37 ２１５０－００１２０５ ブレーキレバーＣＯＭＰ 1
7 － 38 ２１５０－００１１０６ ブレーキカバーＣＯＭＰ 1
7 － 39 ０６００－０１８０００ １８トメワＳ 1
7 － 40 ２１５０－００１３０４ シューＢＫ 2
7 － 41 ２１５０－００１５０２ モドシバネ 2
7 － 42 ２１５０－００１７００ ドラムＢＫ 1
7 － 43 ２１０１－４１１９０９ ロックナット１２ 1
7 － 44 ０４１０－１４００００ １４ワッシャＳ 1
7 － 45 ２１３３－６８３６１９ ＧジクＬ 1
7 － 46 ０５０１－６２０６６０ ボールＢＲＧ 1
7 － 47 ２１２９－６４２０１３ ギヤＬ３９ 1
7 － 48 ２１２０－４０１９４５ デフサイドギヤ 2
7 － 49 ２１３１－４０５００４ デフジク 1
7 － 50 ２１２０－４０１８７９ ベベルピニオン 2
7 － 51 ０４６０－０５０２８０ ５ピンＳ 1
7 － 52 ２１１４－４０３２０１ デフカバー 1
7 － 53 ２１０１－４３７６００ メックフランジボルト８－２５ 4
7 － 54 ０５０１－６２０６００ ボールＢＲＧ 1
7 － 55 ２１３３－６８３７１８ ＧジクＲ 1
7 － 56 ０５０１－６２０４００ ボールＢＲＧ 2
7 － 57 ２１３２－４０７６０１ ジクＤ 1
7 － 58 ２１２３－４２１８０５ ギヤＫ１４ 1
7 － 59 ２１２４－４１１３０６ ギヤＪ３１ 1
7 － 60 ２１０３－４０３６０１ カラー２０２５８ 1
7 － 61 ０５０１－６３０４００ ボールＢＲＧ 1
7 － 62 ０５０１－６３０３００ ボールＢＲＧ 4
7 － 63 ２１０３－４０８２００ カラー１７２５１６. ５ 1
7 － 64 ２１２３－４２９６０３ ギヤＫ１４ 1
7 － 65 ２１０３－４１２００３ カラー２０２５１１. ５ 2
7 － 66 ２１２２－４１１８１４ ギヤＴ４０ 1
7 － 67 ２１０３－４１１４０２ カラー２０２５２４ 1
7 － 68 ２１２２－４０７５０５ ギヤＦ３０ 1
7 － 69 ２１３３－４０３４１５ ジクＢ 1
7 － 70 ０４８０－０５０２５０ ５キー 1
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７．ミッション部B SP160EA

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

7 － 71 ２１０４－４００５００ オイルシール２０４０７ 1
7 － 72 ０７０１－１７２０００ ザガネ 2
7 － 73 ２１３２－４０４４０２ ジクＣ 1
7 － 74 ２１０３－４２３００３ カラー２０２５７ 1
7 － 75 ２１２４－４１１２０７ ギヤＩ１４ 1
7 － 76 ２１０３－４３１００２ カラー２０２５２７ 1
7 － 77 ２１２３－４２９７０２ ギヤＬ３２ 1
7 － 78 ２１０３－４００１０５ カラー２０２５１０ 1
7 － 79 ２１０３－４１１９０７ カラー１７２５７. ５ 1
7 － 80 ０５０１－６９０６００ ボールＢＲＧ 1
7 － 81 ２３３０－３５７４０５ ジクＡ　ＣＯＭＰ 1
7 － 82 ２１０３－４２３１０２ カラー２０２５１５. ５ 1
7 － 83 ２１２２－４６７６０２ ＡＢ１９－２８ 1
7 － 84 ２１４１－４００５１２ シフタージクＡ 1
7 － 85 ２１４４－４０５５０３ シフターホークＢＣ 1
7 － 86 ２１５２－４００２００ バネ（ホーク） 1
7 － 87 ０６５０－０５０１６０ ５／１６スチールボール 1

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考
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８．電装部Ａ SP160EA

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

8 － 1 ＳＰ１６０ＥＡ０６１５Ｚ０ メインハーネス 1
8 － 2 ＳＰ１６０Ｅ－０６０３Ｚ０ ３板ゴム１５１５ 1
8 － 3 Ｋ３１８６０００１５０ テトロンブレードホース１５ 1
8 － 4 ＳＰ１６０Ｅ－０６０５Ｚ０ アクセルＲ５００ 1
8 － 5 Ｋ３６７１０００１１０ セーフティスイッチ２回路ＮＣ 1
8 － 6
8 － 7 ＳＰ１６０Ｅ－０６０４Ｚ０ バッテリー残量計 1
8 － 8 Ｋ３６６２０００１３０ トグルＷＤ１３１２８０ 1
8 － 9 Ｋ３６６０００００５０ メインスイッチ 1
8 － 10 Ｋ４０３１０００３００ ゴムキャップＷＤ１９１１ 1
8 － 11 Ｋ３６０００００１７０ ８ＶバッテリーＴ－８９０ 6
8 － 12 Ｋ３６１００００４６０ バッテリー配線３６０ 1
8 － 13 Ｋ３６１００００４５０ バッテリー配線２７５ 2
8 － 14 Ｋ３６１００００４７０ バッテリー配線９５ 2
8 － 15 ＳＰ１６０Ｅ－３６３６Ｚ０ 端子カバー（赤黒セット） 6
8 － 16 Ｋ３６１００００５１０ ＋バッテリー配線６５０ 1
8 － 17 Ｋ３６１１０００４００ バッテリーアースコード１０７０ 1
8 － 18 ＳＰ１６０ＥＡ０６０４Ｚ０ パイロットランプ橙 1
8 － 19 ＳＰ１６０ＥＡ０６０５Ｚ０ パイロットランプ赤 1
8 － 20 Ｋ３１９４１０２９００ １０コルゲートチューブ２９０ 1
8 － 21 Ｋ３１９４１０２０００ １０コルゲートチューブ２００ 2
8 － 22 Ｋ３１９４１００２５０ １０コルゲートチューブ２５ 2
8 － 23 Ｋ３１９４１０５６００ １０コルゲートチューブ５６０ 1
8 － 24 Ｋ３１９００１００００ ＳＰ－１２コイルチューブ１０００ 1
8 － 25 Ｋ０００００８０１５２ ８ボルト１５ 2
8 － 26 Ｋ０２０００８０００２ ８Ｓワッシャー 2

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考
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９．電装部Ｂ SP160EA

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

9 － 1 Ｋ３６７１００００８０ セーフティスイッチ 1
9 － 2 ＳＰ１６０Ｅ－０６１１Ｚ０ ブザーＵ－ＥＢＳ２４ 1
9 － 3 ＳＰ１６０Ｅ－０６１２Ｚ０ ブザーＥＢ２１３４ 1
9 － 4 Ｋ３６８２００００３０ ＯＲ－６２７－３．０Ａ 1
9 － 5 Ｋ５００００４０００２ ４ワッシャー 11
9 － 6 Ｋ０００００５０２０２ ５ボルト２０ 1
9 － 7 Ｋ００４２０４０１２２ ４＋丸小ネジ１２ 2
9 － 8 ＳＰ１６０Ｅ－０６２１Ｚ０ コンバータ配線 1
9 － 9 ＳＰ１６０Ｅ－０６０９Ｚ０ ＤＣ－ＤＣコンバータ 1
9 － 10 Ｋ００４４０３０１０２ ３＋丸小ネジ１０ＳＷ 4
9 － 11 Ｋ０１０００５０００２ ５ナット 3
9 － 12 Ｋ０２０００５０００２ ５Ｓワッシャー 3
9 － 13 Ｋ０１０００４０００２ ４ナット 11
9 － 14 Ｋ０２０００４０００２ ４Ｓワッシャー 11
9 － 15 ＳＰ１６０Ｅ－０６３０Ｚ０ 絶縁シート 1
9 － 16 Ｋ５００００５０００２ ５ワッシャー 3
9 － 17 Ｋ０００００５０２５２ ５ボルト２５ 2
9 － 18 ＳＰ１６０Ｅ－０６０８Ｚ０ リレーコンタクタ 1
9 － 19 ＳＰ１６０ＥＡ０６１６Ｚ０ ドライバーハーネス 1
9 － 20 Ｋ３６２００００８７０ 赤配線２５０ 1
9 － 21 Ｋ３６２００００８８０ 黒配線２３０ 1
9 － 22 Ｋ３６２００００８９０ 赤配線４００ 1
9 － 23 ＳＰ１６０Ｅ－０６１３Ｚ０ メスコンセント 1
9 － 24 ＳＰ１６０Ｅ－０６２２Ｚ０ 充電用配線Ａ 1
9 － 25 ＳＰ１６０ＥＡ０６２３Ｚ０ 充電用配線Ｂ 1
9 － 26 ＳＰ１６０ＥＡ０６１８Ａ０ エンコーダケーブル 1
9 － 27 Ｋ３６１００００５２０ ＋バッテリー配線５８０ 1
9 － 28 ＳＰ１６０Ｅ－０６２７Ｚ０ モータパッキン 1
9 － 29 Ｋ０２１５０８０００２ ８さらばね座金２Ｈ 4
9 － 30 Ｋ００２４０８０２５１ ８六角穴付ボルト２５ 4
9 － 31 Ｋ００４２０４０１０２ ４＋丸小ネジ１０ 3
9 － 32 Ｋ０３６１０００００８ １０ＫＳスナップピン 4
9 － 33 ＳＰ１６０Ｅ－０６０２Ｚ２ １２. ７焼入ピン４７ 2
9 － 34 Ｋ００４４０５０１２２ ５＋丸小ネジ１２ＳＷ 2
9 － 35 ＳＰ１６０Ｅ－３６３１Ｚ２ スペーサ 1

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

9 － 36 Ｋ０００００４０６０２ ４ボルト６０ 2
9 － 37 ＳＰ１６０Ｅ－３６２４Ｚ０ 電動シリンダーＤ２４－０５ 1
9 － 38 ＳＰ１６０ＥＡ０６１７Ａ０ 電動シリンダーハーネス 1
9 － 39 Ｋ３６７００００１１０ リミットスイッチＤ４ＭＣ－２０００ＮＣ 2
9 － 40 ＳＰ１６０ＥＡ０６５０Ｚ０ サーボモータＣＯＭＰ 1
9 － 41 ＳＰ１６０ＥＡ０６０７Ｚ０ サーボドライバー 1
9 － 42 ＳＰ１６０Ｅ－３６４４Ｚ２ スペーサー 2
9 － 43 ＳＰ１６０ＥＡ０６６０Ｚ０ 電解コンデンサ 1
9 － 44 ＳＰ１６０ＥＡ０６１０ＺＤ ドライバーダクト上 1
9 － 45 ＳＰ１６０ＥＡ０６１１ＺＤ ドライバーダクト横 2
9 － 46 Ｋ３１９８４０１３００ 黒トリムシール６１００－３２Ａ－１３０ 1
9 － 47 Ｋ３１９８１０１３００ 黒トリムシール６１００－１６Ｃ－１３０ 2
9 － 48 Ｋ０２０００３０００２ ３Ｓワッシャー 1
9 － 49 Ｋ００４６０３００８２ ３＋タッピンねじＣ－１なべ頭８ 1
9 － 50
9 － 51 Ｋ００４２０４０１５２ ４＋丸小ネジ１５ 4
9 － 52 Ｋ３１９４１０１７００ １０コルゲートチューブ１７０ 1
9 － 53 Ｋ３１９４１０１５００ １０コルゲートチューブ１５０ 1
9 － 54 Ｋ３１９４１０３２００ １０コルゲートチューブ３２０ 1
9 － 55 Ｋ３１９０００４８００ ＳＰ－１２コイルチューブ４８０ 1
9 － 56 Ｋ０００００６０１５２ ６ボルト１５ 4
9 － 57 Ｋ０２０００６０００２ ６Ｓワッシャー 4
9 － 58 Ｋ５００００６０００２ ６ワッシャー 4
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10．電装部Ｃ SP160EA

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考カタログ

番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

10 － 1 ＳＰ１６０ＥＡ０６０１Ｚ０ 安全装置基板Ａｓｓ’ ｙ 1
10 － 2 ＳＰ１６０ＥＡ０６０８ＺＤ 基板保護カバー上 1
10 － 3 ＳＰ１６０ＥＡ０６０９ＺＤ 基板保護カバー下 1
10 － 4 Ｋ０９１０００００９０ グロメットＮＧ－７９－Ｎ 1
10 － 5 Ｋ０００００５０１０２ ５ボルト１０ 4
10 － 6 Ｋ０２０００５０００２ ５Ｓワッシャー 4
10 － 7 Ｋ０００００８０１５２ ８ボルト１５ 2
10 － 8 Ｋ４２８１００００２０ ８．５ハーネスクランプ８０ 1
10 － 9
10 － 10 Ｋ０２０００６０００２ ６Ｓワッシャー 3
10 － 11 ＳＰ１６０Ｅ－３６３７Ｚ０ 安全装置 1
10 － 12 Ｋ５００００８０００２ ８ワッシャー 2
10 － 13 Ｋ０２０００８０００２ ８Ｓワッシャー 6
10 － 14 Ｋ０１０００８０００２ ８ナット 4
10 － 15 Ｋ０００００８０２５２ ８ボルト２５ 2
10 － 16
10 － 17 ＳＰ１６０Ｅ－３６３９ＺＤ 安全装置ブラケット 1
10 － 18 Ｋ３６３００００１００ ヒューズプレート１Ｐ 1
10 － 19 Ｋ３６３１０００１５０ ＢＦ型ヒューズ３２５Ａ 1
10 － 20 Ｋ００４２０４０２０２ ４＋丸小ネジ２０ 2
10 － 21 Ｋ５００００４０００２ ４ワッシャー 2
10 － 22 Ｋ０１０００４０００２ ４ナット 2
10 － 23 Ｋ０２０００４０００２ ４Ｓワッシャー 2
10 － 24 Ｋ００４４０３００８２ ３＋丸小ネジ８ＳＷ 4
10 － 25 Ｋ５００００４０００２ ６ワッシャー 3
10 － 26 Ｋ４２７００１００６０ １０ハーネスクリップＭ６ 2
10 － 27 Ｋ０００００６０１５２ ６ボルト１５ 3
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11．レーキ部Ａ SP160EA

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

11 － 1 ＳＰ１６０Ｅ－０７０１ＺＲ レーキ吊アーム支点金 2
11 － 2 Ｋ６０３１２００７０２ ２０焼入平頭ピン７０ 2
11 － 3 Ｋ０３０００４０５０２ ４割ピン５０ 2
11 － 4
11 － 5 ＳＰ１６０Ｅ－０７０３ＺＤ レーキ吊アーム 1
11 － 6 Ｋ１６０１０６００Ｌ０ ピローボールロッドエンド PHS6A 2
11 － 7 Ｋ６２１２００２１２０ ２０．２ＳＴＫＭカラー２８４５ 1
11 － 8 Ｋ５００００６０００２ ６ワッシャー 3
11 － 9 Ｋ０２０００６０００２ ６Ｓワッシャー 5
11 － 10 Ｋ０００００６０５０２ ６ボルト５０ 1
11 － 11 Ｋ０１８００６０００２ ６左ネジナット 2
11 － 12 ＳＰ１６０Ｅ－０７０７Ｚ２ ネジ付軸 2
11 － 13 Ｋ０１０００６０００２ ６ナット 2
11 － 14 Ｋ１６０１０６００００ ピローボールロッドエンドＰＨＳ６ 2
11 － 15
11 － 16 Ｋ０００００８０２０２ ８ボルト２０ 10
11 － 17 ＳＰ１６０Ｅ－３７０６ＺＤ リミットスイッチブラケット 1
11 － 18 Ｋ０００００６０１５２ ６ボルト１５ 2
11 － 19 Ｋ１４４０００００２０ Ｃ形グリスニップル 1
11 － 20 Ｋ５０５１０１３２２０ １Ｃ５１９１Ｐ座金１３２２ 3
11 － 21 ＳＰ１６０Ｅ－３７０４Ｚ２ カムＡ 1
11 － 22 ＳＰ１６０Ｅ－３７０５Ｚ２ カムＢ 1
11 － 23 Ｋ０４００００９００２ ストップリングＥ９ 1
11 － 24 ＳＰ１６０ＥＡ０７０２ＺＤ レーキ取付金 1
11 － 25 Ｋ００００１００２０２ １０ボルト２０ 8
11 － 26 Ｋ１０９００００１１０ ２板バネ４０２００ 4
11 － 27 Ｋ０００００８０１５２ ８ボルト１５ 3
11 － 28
11 － 29 ＳＰ１６０ＥＡ０７１１ＺＤ ストッパー板６０ 1
11 － 30 ＳＰ１６０ＥＡ０７１０ＺＤ レーキ支点パイプ 1
11 － 31 Ｋ５０００１００００２ １０ワッシャー 4
11 － 32 Ｋ５０５１０１０２６０ １Ｃ５１９１Ｐ座金１０２６ 4
11 － 33 Ｋ０１００１００００２ １０ナット 5
11 － 34 Ｋ６２１５０００２１２ ２０ＳＴＫＭ孔付カラー３０１７ 3
11 － 35 Ｋ０３２４０６０３２１ ６スパイラルピン３２ 3

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

11 － 36 ＳＰ１６０ＥＡ０７０１ＺＤ レーキ固定金ステー 1
11 － 37
11 － 38
11 － 39
11 － 40
11 － 41
11 － 42
11 － 43
11 － 44 Ｋ０４１０８００００２ ８シャックル 3
11 － 45 Ｋ４５３５００００２２ Ｂ６クロスリンクチェン８リンク 3
11 － 46 ＳＰ０５－－－０７２５ＺＤ レーキ固定金 1
11 － 47
11 － 48 Ｋ００００１００８０２ １０ボルト８０ 1
11 － 49 ＳＰ０５－－－０７０７ＺＤ １６０コの字金 1
11 － 50 Ｋ０２００１００００２ １０Ｓワッシャー 9
11 － 51
11 － 52 Ｋ５００００８０００２ ８ワッシャー 10
11 － 53 Ｋ０２０００８０００２ ８Ｓワッシャー 17
11 － 54 Ｋ００１００８０１５２ ８調質ボルト１５ 4
11 － 55 Ｋ５０７３２１０２６２ ３．２ＳＰＨＣ座金１０２６ 2
11 － 56 ＳＰ０５－－－０７２９ＡＤ 支点スイング金具 1
11 － 57 ＳＰ０５－－－０７３０Ｚ０ ２０レーキ軸１９４ 1
11 － 58 ＳＰ０５－－－０７３１ＺＤ レーキパイプ左 1
11 － 59 ＳＰ０５－－－０７３２ＺＤ レーキパイプ右 1
11 － 60 ＳＰ０５－－－０７３３ＺＤ レーキパイプ中 1
11 － 61 Ｋ０００００６０２０２ ６ボルト２０ 2
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12．レーキ部Ｂ SP160EA

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

12 － 1 ＳＰ０５－－－０７１１ＺＤ レーキ取付金 3
12 － 2 Ｋ６２１５０００２２２ １６孔付カラー２５１３ 3
12 － 3 Ｋ５１４２０００４０Ｄ ２－Ｍ８付６板２５５０ 3
12 － 4 ＳＰ０５－－－０７１３ＺＤ レーキフレーム左 1
12 － 5 ＳＰ０５－－－０７１４ＺＤ レーキフレーム右 1
12 － 6 ＳＰ０５－－－０７１５ＺＤ レーキフレーム中 1
12 － 7 ＳＰ０５－－－０７１６ＺＤ フォーク取付金 3
12 － 8 Ｋ６１７５０００２１８ フォーク刃 24
12 － 9 ＳＰ０５－－－０７１７ＡＤ ソリ 3
12 － 10 ＳＰ０５－－－０７１８ＺＤ サイドナラシガイド左 1
12 － 11 ＳＰ０５－－－０７１９ＺＤ サイドナラシガイド右 1
12 － 12 ＳＰ０５－－－０７２０ＺＤ サイドナラシ取付金 2
12 － 13 ＳＰ０５－－－０７２３ＡＤ サイドナラシ板２０－１５° 2
12 － 14 ＳＰ０５－－－０７２１ＺＤ ストッパー板 2
12 － 15 ＳＰ０５－－－０７２２ＺＤ ナラシ板２０－１５° 5
12 － 16 Ｋ４５３２００００１２ ４．８雑用チェン４リンク 10
12 － 17 Ｋ３１７２２００８００ ビニールホース１９×２３－８０ 10
12 － 18 Ｋ０００００８０１５２ ８ボルト１５ 4
12 － 19 Ｋ０００００８０２０２ ８ボルト２０ 12
12 － 20
12 － 21 Ｋ００１００８０２０２ ８調質ボルト２０ 6
12 － 22 Ｋ０００７０８０１５２ ８ボルト１５ＳＷ 16
12 － 23 Ｋ０３２００５０２５１ ５スプリングピン２５ 3
12 － 24 Ｋ００６００６０１２０ ６ステン六角穴付ボルト１２ 12
12 － 25 Ｋ０１０００６０００２ ６ナット 12
12 － 26 Ｋ０１０００８０００２ ８ナット 12
12 － 27 Ｋ０１００１００００２ １０ナット 24
12 － 28 Ｋ０１４４０８０００２ ８Ｕナット 20
12 － 29 Ｋ５００００８０００２ ８ワッシャー 22
12 － 30 Ｋ０２０００８０００２ ８Ｓワッシャー 10
12 － 31
12 － 32
12 － 33 Ｋ００１００８０３５２ ８調質ボルト３５ 6
12 － 34 Ｋ００５６０８０２５０ ８ステンレス＋トラス小ねじ２５ 2
12 － 35 Ｋ０００６０８０１５２ ８ボルト１５Ｓ 4

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

12 － 36 Ｋ０００００８０２５２ ８ボルト２５ 8
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13．付属品部 SP160EA

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

14 － 1 K ３６０２００００１０ 大型吸込比重計 1

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

13 － 1 ＳＰ１６０Ｅ－０９０１Ｚ０ バッテリーハンドル 1
13 － 2 ＳＰ１６０Ｅ－０９０２Ｚ０ 充電器 1
13 － 3 ＳＰ１６０ＥＡ０８Ｄ－０１ 取扱説明書・パーツカタログ 1

14．オプション部
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15．排砂板部（オプション） SP160EA
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15．排砂板部（オプション） SP160EA

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

15 － 1 ＳＰ０５－－－０８０ＡＺＤ 排砂板レバー支点パイプ 1
15 － 2 Ｋ６００００００３９０ ２５．４ブッシュ３０．２２０ 2
15 － 3 ＳＰ０５－－－０８０２ＡＤ 排砂板レバー 1
15 － 4 Ｋ１３００００００２０ ハンドル握リ２５．４ 1
15 － 5 ＳＰ０５－－－０８０３ＺＤ レバーアーム 1
15 － 6 Ｋ０３２００６０３６１ ６スプリングピン３６ 1
15 － 7 ＳＰ０５－－－０８０７ＺＤ アーム受板 1
15 － 8 Ｋ４０３３０００５４０ ３板ゴム２５３５ 1
15 － 9 ＳＰ１６０ＥＡ０８１２Ｚ２ 連結軸 2
15 － 10 Ｋ１６０４１０００００ エルボールＬＨＳＡ１０ 4
15 － 11 ＳＰ１６０ＥＡ０８１０ＺＤ 排砂板アーム 2
15 － 12 Ｋ１０３００００２６Ｄ ２．９丸フックバネ３８９５ 2
15 － 13 ＳＰ１６０ＥＡ０８１１ＺＤ 排砂板フレーム 1
15 － 14 Ｋ０４５０００００２８ デルタピン９ 2
15 － 15 ＳＰ１６０Ｅ－３８０２ＺＤ 排砂板受板 1
15 － 16 ＳＰ１６０Ｅ－３８０４ＺＤ 排砂板大 1
15 － 17 ＳＰ１６０Ｅ－３８０６ＺＤ 排砂板小 1
15 － 18 Ｋ００００１００２５２ １０ボルト２５ 8
15 － 19 Ｋ００７２０００３００ Ｍ１０ネジシャフト８０ 2
15 － 20
15 － 21 Ｋ０１００１００００２ １０ナット 10
15 － 22 Ｋ０２０００６０００２ ６Ｓワッシャー 1
15 － 23 Ｋ０２００１００００２ １０Ｓワッシャー 20
15 － 24 Ｋ１４４０００００２０ Ｃ形グリスニップル 2
15 － 25 Ｋ５０００１００００２ １０ワッシャー 14
15 － 26 Ｋ５０５１０２５３７０ １Ｃ５１９１Ｐ座金２５．４３７ 2
15 － 27 Ｋ５０７３２１０３５２ ３．２ＳＰＨＣ座金１０３５ 2
15 － 28 Ｋ００００１００２０２ １０ボルト２０ 8
15 － 29 Ｋ１４４０００００１０ グリスニップル 1
15 － 30 ＳＰ１６０ＥＡ０８２０Ｚ０ 排砂板Ａｓｓ ' ｙ 1

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考
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16．カルチベータ部（オプション） SP160EA
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16．カルチベータ部（オプション） SP160EA

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

16 － 1
16 － 2
16 － 3
16 － 4
16 － 5 Ｋ１３００００００２０ ハンドル握リ 25.4 1
16 － 6 Ｋ１２１１４６００００ クラッチレバー E146000 1
16 － 7
16 － 8 Ｋ６０４１０８０４２８ 8焼入丸頭ピン 42 2
16 － 9 Ｋ０３０００２５１６２ 2.5 割ピン 16 2
16 － 10 Ｋ１１６００８２０００ カルチワイヤー 820 1
16 － 11
16 － 12
16 － 13
16 － 14 ＳＰ０５－－－０９０９ＺＤ 台形カルチ金 4
16 － 15 Ｋ００００１００２０２ 10ボルト 20 14
16 － 16
16 － 17
16 － 18
16 － 19 Ｋ５００００８０００２ 8ワッシャー 10
16 － 20
16 － 21 ＳＰ０５－－－０９１０ＺＤ 平形カルチ金 6
16 － 22
16 － 23 Ｋ０２００１００００２ 10S ワッシャー 21
16 － 24 ＳＰ０５－－－０９１２Ｚ０ ガススプリングカバー 1
16 － 25
16 － 26 Ｋ４２６００００１９０ ジュビリーバンド 1 1
16 － 27
16 － 28
16 － 29
16 － 30 ＳＰ０５－－－０９３０Ｚ０ カルチベータＡｓｓ ' ｙ 1
16 － 31 ＳＰ０５－－－０９３１ＺＤ 支点金左 1
16 － 32 ＳＰ０５－－－０９３２ＺＤ 支点金右 1
16 － 33 ＳＰ０５－－－０９３３ＺＤ レバーパイプ 1
16 － 34 Ｋ３３８１００００４０ フリーロック FLF90-25 1
16 － 35 ＳＰ０５－－－０９３４ＺＤ カルチアーム 1

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

16 － 36 Ｋ１４４０００００２０ C形グリスニップル 2
16 － 37 ＳＰ０５－－－０９３５ＺＤ 台形サイドカルチ金 2
16 － 38 Ｋ００００１００２５２ 10ボルト 25 7
16 － 39 Ｋ５０００１００００２ 10ワッシャー 7
16 － 40 Ｋ５０７３２１０３５２ 3.2SPHC座金 1035 2
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17．仕上げブラシ部（オプション） SP160EA
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17．仕上げブラシ部（オプション） SP160EA

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考

17 － 1 ＳＰ０５－－－１００１Ｂ０ 仕上げブラシＡｓｓ ' ｙ 1
17 － 2 ＳＰ０５－－－１００２Ｚ０ 仕上げブラシ 1.0（NY） 1
17 － 3 ＳＰ０５－－－１００３ＡＤ ブラシアーム 2
17 － 4 ＳＰ０５－－－１００４ＡＤ ブラシ取付枠右 1
17 － 5 ＳＰ０５－－－１００５ＡＤ ブラシ取付枠左 1
17 － 6 ＳＰ０５－－－１００６ＺＤ 連結板 1
17 － 7 ＳＰ０５－－－１００７ＺＤ 取付枠補強板 2
17 － 8 ＳＰ０５－－－１００８ＺＤ ブラシ押エ板 250 2
17 － 9 ＳＰ０５－－－１０１０ＺＤ ブラシ押エ板 450 2
17 － 10 Ｋ５１４２０００４７Ｄ 2-M8付 6板 2570 1
17 － 11 Ｋ０００００６０２５２ 6ボルト 25 10
17 － 12 Ｋ５００００６０００２ 6ワッシャー 10
17 － 13 Ｋ０２０００６０００２ 6Sワッシャー 10
17 － 14
17 － 15 Ｋ０１０００６０００２ 6ナット 10
17 － 16 Ｋ０００００８０２５２ 8ボルト 25 10
17 － 17 Ｋ０２０００８０００２ 8Sワッシャー 10
17 － 18 Ｋ５００００８０００２ 8ワッシャー 10

カタログ
番　　号 コ ー ド 番 号 部　品　名　称 個数 備　考




